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 　二〇〇五年八月五日

　暑い夏の日の午後だった。セーラー服のカデナ・サンモントと海上自衛隊の目映いばかりの白い制服に身を包んだ三上マコトは、ＪＲ横須賀駅前の三番乗り場、観音崎行きバス停留所のベンチに坐っていた。

　それは穏やかな潮風の吹く午後だった。八月の日射しがきらきらと横須賀港の海のさざ波に煌めき、光と水は幼子のように無邪気に戯れていた。潮風に髪を揺らしながら、カデナはいつものように口遊んでいた。

「……まもってあげたいあなたを……」

　カデナとマコトは眩しい光と風の中で、ひたすらバスを待っていた。ふたりをふたりの未来へと連れてゆく八月のバスは、いつか必ず来ると信じて。若いふたりはいつまでもいつまでも、バスを待っていた。







(一)部　ヒロシマ







(一・一)広島







(一・一)広島


 　すっかり真夏を思わせる一九四五年六月初旬のこと。場所は広島駅前の広場。まだ第二次世界大戦の真っ只中、広島の街はいつ来るやも知れない敵国の奇襲攻撃にぴりぴりとしながらも、人々は祖国日本の勝利をひたすら信じ願いつつ、健気に顔を上げ前を向き、力強く日々の生活に精を出していた。

　とは言っても既に枢軸国の敗色は濃厚。ドイツはヒトラーの自殺とベルリンの陥落、イタリアはムッソリーニが銃殺され、日本に於いても米軍が沖縄上陸を果たしていた。それに伴い連合国首脳たちの最大の関心は、如何にして日本に降伏させるかへと既に移行していた。

　しかしそんなこととは夢にも知らず、混沌とした駅前の雑踏に紛れながら、セーラー服に身を包んだその少女はひとり黙々と歩いていた。少女の名を綾瀬香出菜(あやせ　かでな)と言い、現在十六歳、広島高等女学校五年に籍を置いていた。正義感が強く、きりっとした顔立ちはよく男勝りと皮肉られていた。

　その日の香出菜は、上は衣更えしたばかりの水色の襟の白いセーラー服、下は紺のモンペを穿いていた。それに照り付ける初夏の日射しを避けんとして、向日葵の飾りが付いた麦藁帽子を被っていた。ところが何処から吹いて来たのか一陣の風が、駅の通りを急ぐ人波目掛け、砂ぼこりを立てながら襲って来た。

　砂ぼこりを避けようとして咄嗟に香出菜は目を瞑り、両手で顔を覆った。その隙にところが風は、香出菜の麦藁帽を頭から奪い去った。麦藁帽子は見る見る、遠方へと飛ばされて行く。

「あっ、待って頂戴」

　大声で叫びながら、香出菜は慌てて後を追い掛けた。帽子はしばらく駅前の雑踏の頭上をクルクルと漂っていたけれど、やがて力尽きたように地面に落下した。するとそこへひとりの若い男が通り掛かり、香出菜の帽子をさっと拾い上げたのだった。男は、軍服を身にまとっていた。

　はあ、はあと息を切らしながら駆け寄って来た香出菜に、若き軍人はにこっと微笑み掛けながら、つかまえた帽子を差し出した。

「お嬢さん、あなたのですか」

「はい」

「では、どうぞ」

「まことに、ありがとうございます」

　香出菜は深々とお辞儀した後、自分の帽子を受け取った。しかし相手は意外な言葉を発し、香出菜を戸惑わせた。

「まこと、ですか」

「はい。まことに、ありがとうございます」

　ところが若き軍人は、急にくすくすっと笑い出すではないか。香出菜は、失礼な人ねえと訝しがりながら尋ねた。

「まことがどうにか、なさいましたか。軍人さん」

　すると待ってましたとばかりに、軍人は答えた。

「失礼致しました。実は何を隠そう、僕の名が、誠でして」

　まこと。香出菜は相手の顔をじっと見詰め返した。

　その若き軍人は名を徳山誠と言い、自ら戦場に赴かんと軍隊に志願した、若干二十歳の陸軍二等兵だった。

「あらまあ、そうでしたか。これは行き成り呼び捨てになどしてしまって。どう、致しましょう」

　香出菜はぽっと顔を赤らめ俯いた。それは戸惑いばかりではなく、相手が凛々しい美男子だったことも大いに影響していた。事実香出菜の胸はときめいていた。それは、初恋にも似た感情だったのだから。

　一方誠の方も、香出菜の瞳と笑顔に一目惚れしていた。

　お互いに恋などしているご時世ではないこと位百も承知してはいたものの、何時如何なる時も抑え切れないのが若人の恋というもの。広島駅前の絶えぬ雑踏に紛れながら、若いふたりは互いに見詰め合わずにはいられなかった。これが香出菜と誠の出会いであった。


 　それからふたりは幼馴染が再会したかのように、急速に親睦を深めていった。とは言っても時代が時代、派手なデートなど出来る筈もなかった。そこでふたりは、休日にひっそりと逢瀬を重ねた。広島駅前から路面電車沿いの通りを歩いたり、広島市民公園に寄ったり、たまゆらの丘と呼ばれる小高い丘に登って、木陰で取り留めの無い会話にうつつを抜かしたり。

　その当時広島高等女学校の生徒は、近くにある株式会社広島製糸工業の第二工場にて軍服を縫う作業に従事しており、香出菜も例外ではなかった。その工場の休業日にふたりはデートし、香出菜はセーラー服、誠は軍服姿で、あたかも兄妹の如く振舞っていた。またふたりが会う時、ふたりの縁を結んでくれたあの向日葵の麦藁帽子を、香出菜は忘れず持参した。

　綾瀬家は香出菜の父、虎之助が仕事中の事故で既に他界しており、兄の孝造もまたラバウル戦線に出征し、異国の地で二十一歳の若さで戦死していた。その為家に男手はなく、母親の美砂江と香出菜の女二人切り。日々心細い思いの中で、戦時を生きていた。

　そんな綾瀬家だったから美砂江にしても、十六の娘に恋人なんて時期尚早ねとは思いながらも、誠の出現を決して悪くは受け止めていなかった。むしろ心強くさえ感じ、家にも連れて来るよう香出菜に催促する程だった。そこでデートの帰りには必ず綾瀬家に寄り、晩餐を三人で共にした。その後誠は広島駅から南に一キロメートル離れた陸軍の寄宿舎へと帰ってゆくのが、しばしの日課になった。

　けれど何時の世も真夏の夜の夢が永く続いたためしはなく、香出菜と誠にしてもそうだった。なぜなら誠にも、刻一刻と出征の時が迫っていたからである。それは八月五日だった。

　六月中旬梅雨入りと共に、日々雨が続いた。にも拘らずふたりは、惜しむように豪雨の中でデートを重ねた。むしろ人目を避けられる分ふたりには有難く、相々傘などして親密の度を深めた。傘に隠れて、初めての口付けも交わしたふたりだった。

　七月梅雨が明けると、残された一分一秒を惜しむように、若きふたりはむさぼるように逢瀬を重ねた。けれど七月も下旬を迎え、残り後十日を切り、一週間を切りすると、焦りばかりが香出菜の心を掻き乱した。もう直に誠さんと会えなくなってしまう。その為折角誠と顔を合わせても、香出菜の顔は一向に晴れず、痛々しい程陰鬱な表情ばかりを浮かべていた。人目を避け誠の肩に縋り付いては、香出菜の涙が誠の軍服の肩章を濡らした。

　けれどこればっかりは、幾ら誠でも、美砂江でも、どうにもならなかった。どんな慰めの言葉も、いとしき誠の抱擁も、香出菜の涙を止めることは出来なかった。ただ三人で手を取り合い、運命を恨むばかりだった。

　そして遂に誠の出征の時が訪れた。誠は本土決戦に備え、先ず山口県の岩国基地へと赴かねばならなかった。







(一・二)リトルボーイ







(一・二)リトルボーイ


 　一九四五年八月五日

　早朝の広島駅は誠たち陸軍兵士の出征を見送る人々の波で、構内も駅前広場も埋め尽くされた。出征列車のプラットホームには陸軍関係者のみが立ち入りを許された。その為香出菜も美砂江も、更には遥々田舎の岡山から駆け付けた誠の家族も、駅前広場の雑踏に紛れながら、いとしき誠を遠くで見送るしかなかった。

　本土決戦となれば、決死の闘争を覚悟しなければならない。香出菜は列車に乗り込んだ凛々しき誠の最後の勇姿をひと目見ることすら叶わぬまま、黒煙を吐き出しながら走り出す誠の列車に向かって、千切れる程手を振った。そして誠に無言の別れを告げた。誠の方もまた香出菜同様、走り出す列車の中で寡黙な同僚たちに囲まれながら深く目を瞑り、香出菜の面影へと無言の別れを告げたのだった。


 　一九四五年八月六日

　しかし誠が広島を発ってから、たった一日後のことだった。八月六日、朝。ここ広島の地において、人類未曾有の大惨事が起こった。それは、実戦に於ける人類史上初の原子力爆弾リトルボーイの爆発である。

　香出菜の家と誠のいた寄宿舎は幸い爆発の被害から免れ、辛うじて建物の体を保持した。美砂江は自宅にいて、難を逃れた。リトルボーイがこの地に撒き散らした放射線、これから逃れることは後々出来なかったけれど。

　広島の中心地には、大きな被害が出た。街は一瞬にして炎の海と化した。広島駅も、駅の周辺も、路面電車も、広島市民公園も、たまゆらの丘も、香出菜と誠の思い出の地はすべて、リトルボーイの犠牲になってしまった。広島高等女学校も甚大な被害を被り、爆心地に近かった広島製糸工業第二工場は壊滅状態だった。

　香出菜も犠牲者のひとりになった。昨日広島を離れた誠は、幸いこの艱難から免れたけれど、香出菜はそうはいかなかった。八月六日、その日その時その瞬間、香出菜は工場へと向かう途上にあり、広島駅そばを歩いていたのである。爆発の被害を受けながらも、何とか一命は取り止めたが、瀕死の重傷を負い、そして被曝した。香出菜の周辺に佇んでいたり、歩いていた多くの市民たちと共に。

　八月六日、それは晴れた夏の日の朝の、何処にもある、ありふれた日本の夏の朝だった。なのにその景色は一瞬にして粉々になり、焼けただれ、灰と化した。見慣れた朝の情景の中を、いつものように香出菜はただ歩いていただけなのに。誠との縁を結んでくれたあの向日葵の麦藁帽子を被り、汗だくになりながら、一歩一歩力強く歩いていたのに。いつかまた誠さんに会える、再会出来る、いつか……。そんな日が叶うことを信じ、夢に見ながら、一息一息を呼吸し、一刻一刻の心臓の鼓動を刻みながら。

　ほんの僅かでも香出菜の身を爆発による熱と炎と破壊から守らんと身を挺したかのように、向日葵の麦藁帽子は黒焦げになった。香出菜はそれにすら気付かないまま、意識朦朧、そして気絶した。


 　はっと意識を回復した時、香出菜は死傷した多くの市民たちと共に、広島市民公園前の路上に寝かされていた。既に死んだものとして、扱われていたのである。事実両隣りに横たわる二人は他界していたし、他の者たちにしても皆一様に深く目を瞑ったまま呻き声すら上げず、身動きひとつすることもなかったから。それ程までに、香出菜の容態はひどかった。

　香出菜は周囲を忙しく動き回る赤十字の白衣の救護者に、自分の存在とまだ自分が生きていることを訴えねばと焦った。体を起こして身振り手振りでアピールするか、それとも大声を出すか。けれどその両方とも叶わなかった。体も唇も丸で自分のものではないかの如く、思うように動かせなかったからである。

　ああ、駄目だ。わたしはもうこのまま、死んでしまうのだわ。お母さん、誠さん、ごめんなさい。ふたりの顔を思い浮かべながら、香出菜の目から涙が零れ落ちた。涙は香出菜の焦げた頬から首へと伝い、そのまま地面に流れ落ちた。香出菜は力尽きたように、再び意識を喪失した。


 　再び意識が回復して目を開いた時、今度は香出菜は見覚えのある風景の中にいた。見慣れた天井、居間……。そこは確かに、香出菜の我が家だった。

　でも、どうしてわたし、こんな所に……。訝しがる香出菜の視界に、美砂江の顔が飛び込んで来た。

「ああ良かった、香出菜。あんた、生きていたのね」

　喜ぶ美砂江だったけれど、疲労の為か随分とやつれてもいた。

「広島中を駆けずり回って、あんたを捜したのよ」

　その言葉の通り、美砂江はいつまでも帰って来ない香出菜を心配して、市街地を丸一日歩き回ったのだった。どうすることも出来ないまま放置された夥しい数の死者、負傷者が横たわる広島の街を。

　そして広島市民公園前の路上で、遂に香出菜を発見した。昏睡の中にありながら涙で頬を濡らす香出菜の姿に、美砂江は香出菜を背負うと、無我夢中で自宅へと連れ帰ったのである。

　尋常ではない香出菜の容態に、香出菜を布団に寝かせるや、美砂江は今度は香出菜を診てくれる病院を探して再び外へ飛び出した。医者を探し求め、市内を駆けずり回った。けれど何処も急病人、負傷者で溢れ返っていた。しかもその多くが香出菜以上の重傷者ばかりだった。

　美砂江は絶望感に打ちのめされた。これじゃとてもじゃないけど、うちの娘にまで手が回らない。諦めた美砂江は、がっくりと肩を落としながらとぼとぼと帰路に就いた。こうなったら、自宅で自分の手で面倒を見るしかないわ。そう固く決心しながら。

　変わり果てた香出菜の姿に、美砂江は必死に嘆きを堪えながら、生きていてくれただけでも有難いのだと、献身の看病に当たった。

　香出菜は香出菜で、布団に横たわったまま身動きひとつままならない自分の肉体が情けなく、しかしどうすることも出来ないまま、食事から排泄に至るすべてを美砂江の世話に委ねるしかなかった。

「ごめんね、お母さん。こんなことになってしまって……」

「何を言うのよ。あんたのせいじゃないんだから」

「麦藁帽子、なくしちゃった。あんなに大事にしてたのに」

「命が助かっただけでも、有難いって思わなきゃ」

「誠さん、今頃どうしているかしら」

「あの人は山口だから、無事な筈よ」

「でもわたし、こんなになって……。もう誠さんに、顔見せらんない」


 　肉体の苦痛もさることながら、それにもまして爆発の瞬間に受けたショックが、香出菜を苦しめた。眠りに就くことで、やっと肉体の苦痛から解放されたのも束の間、直ぐにリトルボーイの悪夢が容赦なく香出菜に襲い掛かった。

　爆発の瞬間の閃光と爆音、怒涛の如き地鳴り。吹き飛ぶ建造物と燃え盛る街並み。崩れ、倒れ込む群衆の悲鳴と呻き声。炎と血の海の地獄絵図……。はっとして香出菜は、目を覚まさずにはいられなかった。

「お母さん、恐い」

　香出菜は夜を恐れ、目を瞑ることを恐れ、眠ることを恐れた。それから朝を恐れ、朝陽を恐れ、生きることに、生きている自分に怯えた。消耗し衰弱し切った香出菜に更に追い討ちを掛けるように、そして被曝による幻覚症状が現れ出した。

　特に幻聴がひどかった。香出菜は唯一の話し相手である美砂江に、こう訴えた。

「体中の爆弾の粒が、わたしに向かって話し掛けて来るの。機械のような、ロボットのような、それはそれは冷たい声で……」

　冷たい声。その冷たい声はそして香出菜に、不思議な話を語って聴かせた。香出菜は意味も分からないまま、その内容を無我夢中でノートに記した。例えば写経の如く、その行為が自分にとって救いになるならばと願って。

　香出菜はそして、リトルボーイによる爆発の被害を受けてから一週間後の一九四五年八月十三日の朝、幻聴の内容を記録した一冊のノートを残して、他界した。







(一・三)終戦







(一・三)終戦


 　一九四五年八月十五日

　日本は終戦を迎えた。国民の誰もが無条件降伏に驚き、玉音放送に涙した。その頃山口県岩国基地にいた誠もまた悔し涙に暮れはしたものの、それとは別に広島への熱き想いが彼を駆り立てた。

　早く広島に戻りたい。そして香出菜が無事なのか知りたい。香出菜に会いたい……。


 　去る八月五日、誠は出征列車で広島を発つとその日のうちに無事山口に到着した。しかし翌日広島で起きたリトルボーイの爆発によって、誠の部隊は出発を延期し待機することとなった。ところがそのまま、日本は終戦を迎えてしまったという訳である。

　全国から岩国基地に召集された兵士たちは、そのまま故郷に戻るよう命じられた。皆混乱し、また呆然として、戸惑いの中に身を置いた。しかしそんな仲間たちにさっさと別れを告げると、誠は支給された食糧を手に、既に復旧していた山陽本線に飛び乗った。

　広島駅に着いた誠は、直ぐに市街地へと足を向けた。しかし想像を絶する街の変わり様に、目を覆わずにはいられなかった。何ということだ。ショックの余り、しばらくその場に膝をついて坐り込んでしまった。

　けれど香出菜のことを思い出した誠は、はっとして、焼け野原の中に立ち上がった。街がこんな有様で、はたして香出菜は無事だろうか。きみは無事なのか。どうか無事でいてくれ、いとしき人よ……。

　逸る気持ちを抑えつつ、誠は空腹も疲労も喉の渇きも忘れ、通い慣れた香出菜の家へと駆け足で急いだ。誠が綾瀬家の前に立った時はもう日暮れ前だった。辺りに人影はなく、通りで遊ぶ子どもらの姿もなかった。日本はおろか世界中が、しーんと静まり返っているかのようだった。軍服を着た誠は溢れ出る汗に全身びっしょりと濡れながら、玄関の戸を恐る恐る叩いた。

　トントントン。

「徳山誠です。恥ずかしながら、ただ今帰って参りました」

　誠は、大声で叫んだ。すると中から聴き慣れた人の声が返って来た。美砂江である。

「誠さんかい。これはこれは、なんとお早いご帰還だこと」

　しかし美砂江の声は死人のように、沈んでいた。

「お母さん」

「戸は開いているから、勝手に入って来て頂戴」

　勝手知ったる他人の家。美砂江の言葉に従い、誠はさっさと家の中に上がった。そこで誠が目にしたものは、しかし病床に伏したる弱々しい美砂江の姿だった。

「お母さん、いかがなさいましたか」

「ああ、本当に誠さんなのね。会いたかったわ。ごめんなさい、こんな恰好で。どうにも体がだるくてね。ずっとこうなのよ」

　香出菜の死後、美砂江にも少しずつ被曝による症状が出ていたのである。

「お母さん。無理せず、そのままで結構ですから」

「ああ、ここにあの子がいたら、どんなに良かったかしら」

　あっ。美砂江の言葉に、誠はびくっとした。慌てて家の中を見渡した。けれど香出菜の姿は、何処にもない。

　まさか……。恐れる心を払い除け、誠は思い切って美砂江に問うた。

「お母さん、香出菜さんは」

　すると美砂江は誠をじっと見詰めながら、ゆっくりとこう告げた。

「誠さん。あの子は終戦の二日前、死にました」

　えっ。死にました。香出菜さんが、死んだ……。誠はショックを隠し切れなかった。しばし沈黙の後、しかし誠は涙を堪えながら、健気にこう美砂江に述べたのである。

「お母さん、それはお辛かったですね。でももう大丈夫。この徳山誠、出来る限りお母さんの面倒を見させてもらいますから。どうぞ、何なりとおっしゃって下さい」

「誠さん」

　誠の思いやりに満ちた言葉に、美砂江は思わず涙を零さずにはいられなかった。

　その後、美砂江への言葉通り、誠は綾瀬家に居候して美砂江の看病を開始した。そんな誠に美砂江は、香出菜が幻聴の内容を記した、例のノートを渡した。

「誠さん、わたしには何が書いてあるのか、さっぱり分かりません。でもあの子が生前命を削るようにして、書き残したものです。これをあなたに差し上げますから、どうぞ暇な時にでも、目を通してやって下さい」

　誠はそれを香出菜の形見として、言われたままノートを素直に受け取った。


 　その日も誠は、美砂江と自分の食料を手に入れる為、広島市民公園で行われている配給の列に並んだ。配給を待つ人の数は多く、夕方から並んでいるにも関わらずまだまだ順番は来そうになかった。とうとう陽が沈み、辺りは闇に沈んだ。誠はぼんやりと夜空を見上げ、地上の騒乱とは無縁に変わることなく瞬き輝く銀河に見入った。その美しさに、誠は香出菜のことを考えずにはいられなかった。

　ああ、なんてことだ。自分だけ生き残ってしまったではないか。心の奥底から込み上げて来る悔恨と己の不甲斐無さとに、誠は身悶える程だった。自分は、大事な人を守って上げられなかった。香出菜、きみを、あなたを、原子爆弾の脅威と殺戮から救えなかった。自分はあなたを守れなかったのだ。何という死に損ない。せめてあなたの身代わりになれたなら、自分はどんなに楽だったろう……。

　この夜から誠は、香出菜の死を自らの十字架として背負うことにより、悪戯に自分を責めるようになった。常に自責の念に苛まれ、もがき続けた。けれどそんな誠の日々が、永く続くことはなかった。







(一・四)ノート







(一・四)ノート


 　誠は、美砂江の看病をする傍ら、香出菜が残したノートを読んだ。貪るように、隅から隅まで。残念ながら自分宛のメッセージは何ひとつ見当たらなかったけれど、その内容は誠を驚嘆させた。なぜなら十六歳の少女が記したにしては、余りにも荒唐無稽かつ専門的用語が羅列されていたからである。

　幾ら被曝による幻覚症状の中にあったからといって、はたして香出菜さんにこんなことが書けるものだろうか。誠はただただ、不思議でならなかった。

　もしかして原子爆弾による被曝とこのノートの内容に、何らかの因果関係でもあるのではなかろうか。ふとそんなことに思い至った誠は、このノートを是非一度誰か他の人に見てもらわねばと思った。そして客観的にこの内容を吟味、精査してもらいたいと。

　そして八月下旬、晩夏の日のお昼のことだった。

「お母さん、ご機嫌は如何ですか」

「誠さん、本当にいつも済まないねえ。今日は珍しく朝から一日中ずっと調子が良くて。これも誠さんのお陰、ありがとう」

「そうですか、それは良かった。ではお母さん、自分は少し出掛けてきたいのですが」

「ああ、それはもう遠慮なく、お好きなように」

「では、お言葉に甘えて出掛けて参ります。日没までには必ず戻りますから」

「はいはい、行ってらっしゃい」

　寝床から美砂江に見送られ、誠は綾瀬家を後にした。その手には風呂敷に包んだ、例の香出菜のノートを携えて。


 　誠が向かったのは、広島日報という地元の新聞社だった。新聞社のビルは広島駅の隣りの向洋(むかいなだ)駅前にあり、リトルボーイの爆発の被害からは免れていた。誠はここの記者をしている年上の幼馴染、岡本明文なる男に、香出菜のノートを見せるつもりでいたのである。

　受付で岡本に会いたい旨を伝えると、暇だったのか岡本は直ぐに飛んで来た。

「やあ、誠くんじゃないか。実に久し振りだねえ。きみに会えて、嬉しいよ。無事生きていたんだね、良かった、良かった」

　岡本は誠の肩を叩いて、再会を祝した。

「岡本さんも、お元気そうで何よりです」

「ああ。戦争も終わり、日本は負けてしまったけれど、これから新しい時代になるんだから。俺たちの手でこの国の未来を、切り開いてゆかなきゃな」

「まったくです」

　挨拶を済ませると、ふたりはビル内にあるカフェに移動し、テーブルの椅子に腰を下ろした。早速誠は今日会いに来た理由を、岡本に告げた。

「岡本さん、実はあなたに是非見て頂きたいものが有りまして……」

　そして誠は、香出菜のこと、香出菜が記し残したノートのことを簡単に説明し、風呂敷を解いて中のノートを差し出した。

「ほほう。被曝による幻聴の記録だって。単なる闘病記とは違うのかね」

「はい、自分も最初はそう思ったのですが。目を通してみると、これがまったくもって異質なるものでした」

「異質とは」

「ま、ちょっと手に取って、実際に御覧下さい」

「良し、そんなに言うのなら。幸い今日は急用もないし」

　岡本は誠からノートを受け取ると、誠が見守る中読み始めた。


 『産業革命の時代より、完全なる我々の経済奴隷或いは巨大な地球牧場の家畜と堕したる人類市民の諸君に告ぐ』

　はあ、何だこれは……。訝しがりながらも、岡本は先を読み進めた。

『これはすべて、我々の計画である。これ、とは直近では原子爆弾リトルボーイの爆発であり、これを理由とした第二次世界大戦の終結であり、時を遡れば第二次世界大戦の開戦でもある。詰まり我々が第二次世界大戦を開始させ、我々がリトルボーイを製造しかつ爆発させ、これにより第二次世界大戦を終わらせるのである。ではこのような人類未曾有の事象を計画し、かつ実行せんとする我々とは一体何者なのか。我々はこの地球と人類の頂点に君臨する、国際平和委員会である。この地球上に起こるすべてのことはみな、我々委員会が遂行する極秘計画の一部に過ぎない……』

　岡本はノートから顔を上げ、誠をじっと見詰めた。

「何だね、これは。誠くん」

「はい」

「俺には空想好きな青年の、小説もどきとしか思えんのだが」

　誠は頷いた。

「はい。自分も初めはそんな印象を抱きました。しかしですね、岡本さん。これを著したのは、何を隠そう十六歳の少女であり、かつ彼女は終戦を迎える二日前、既に死去しているのです。詰まりこれが書かれたのは、終戦より明らかに前ということになります。なのに、終戦のことがはっきりと書かれているではありませんか」

「成る程。ああ、そうだね。言われてみれば、確かにそうだなあ。丸で軍事作戦計画書か、でなければ予言書のようだ」

　岡本は腕を組み、ノートを凝視せずにはいられなかった。

「確かに、何か怪しい機密文書のような気もするなあ」

　そうでしょう、と言わんばかりに誠は頷いた。

「もうちょっと、読ませてくれ」

　言うが早いか岡本は、誠の存在も忘れ、さっさとノートの文字に目を落とした。

『第二次世界大戦に於ける我々の計画、そのひとつが原子力の実用である。我々はなぜ人類史上初の核兵器、原子爆弾を製造したのか。核分裂という天啓を受けた我等の同志の手によって、原子爆弾の開発、所謂マンハッタン計画は着実に進められた訳であるが、我々の第二次世界大戦に於ける最終目的は、あくまでも原子力という新たなエネルギーによる新世界の創造である』

　新世界の、創造だと。岡本は首を捻った。

『核兵器とは、そのひとつのツールであり、核兵器を第二次世界大戦に於いて使用すること即ち原子爆弾を現実に戦場で爆発させることは、原子力エネルギーの威力を全世界に知らしめるデモンストレーションであり、原子力ビジネスのひとつのショーに過ぎないのである。これによって我々は、原子力が如何に既存のエネルギーを遥かに超越した巨大かつそれでいて如何に効率的なものであるかを人類に知らしめ、永く続いた第二次世界大戦にピリオドを打ち、人類を輝かしき新時代へ導かんとするのである。

　では第二次世界大戦後の新世界とは一体どんな世界であるのか。否我々の手によってどんな世界と為すか。おおまかに言えば、世界を東西の二つに分け、互いに争わせるのである。と言っても殺し合いではない。言わば経済とイデオロギーによる戦争である。一方を資本主義陣営、もう一方を共産主義陣営と為して競わせ、その競争の中で更に人類は進化を遂げるであろう。恐らくは目映いばかりに燦然と光り輝く物質文明の時代が到来することと思う。

　だがその時代も決して永くは続かない。なぜなら我々の計画は、常に次なる人類進化のステージを準備しているからである。具体的には次なる戦争へのシフト即ち第三次世界大戦への準備に、着手するのである』

　なに、第三次世界大戦だと。まだやっと第二次世界大戦が終わったばかりだと言うのに。岡本は再び、首を捻らずにはいられなかった。

『ではここで第二次世界大戦の計画に戻るが、我々はなぜマンハッタン計画の果実であるリトルボーイとファットマンをここ日本の地、広島と長崎で爆発させたのか。それは今後の我々の計画上、日本という国が重要な役割を担うからに他ならない。来たる第三次世界大戦の開戦に於いて、日本こそがそのトリガーとなるからであり、そのキーワードは、mikasaである……』

　キーワードはmikasa。はて、mikasaとは……。

「誠くん」

　岡本はノートから顔を上げ、誠の顔を見詰めた。

「どうでしたか、岡本さん」

　問う誠に、岡本は頷いた。

「確かに、これはただごとではなさそうだ。しかし本当にきみの知り合いの少女が、こんな物を書いたのかね」

「それは、間違いありません」

「やっぱり、そうなのか」

　そして岡本は続けた。

「なあ、誠くん。もし差し支えなければ、このノートを二、三日俺に貸してもらえないか。是非とも、うちのデスクに見せたいんだよ」

「ええ、結構ですとも」


 　こうして香出菜のノートは、誠から岡本の手に渡った。岡本は誠への言葉通り、オフィスに戻ると直ぐに上司の立野辰男という男に香出菜のノートを見せた。

　一方、岡本と別れた誠は広島駅前に戻ると、いつものように広島市民公園の配給の列に並んだ。時は既に日没前だった。

　無事配給の食料を受け取った誠は、とうに日の沈んだ街を美砂江の待つ綾瀬家へと急ぎ足で帰路に就いた。路地は暗く、行き交う人の影も少なかった。ところが何処からともなく一人の男が現れたかと思うと、男はすーっと誠の背後に迫った。やくざ風の男であった。誠は警戒した。けれど時既に遅し。男は誠の前方に躍り出るや、隠し持っていた出刃包丁を取り出し、誠の胸にさっと突き刺したのである。

　誠の胸から大量の血が溢れ出した。誠はじっと男の顔を見詰めたまま、男の体にしがみ付くようにその場に倒れ込んだ。誠の死を確かめたその男は、暗闇に紛れさっさと立ち去った。これが誠の最期の瞬間であった。誠は痛みの中で、けれどこれで香出菜の元へゆけると、むしろ安堵した顔で死へと赴いたのであった。

　続いて同じ頃、広島日報の岡本は仕事を終え帰宅途上にあった。岡本は広島駅前で足を止め、鞄の中からワンカップの日本酒を取り出した。それはデスクの立野辰男からもらった物だった。酒好きの岡本は、それを一気に飲み干した。

「ううっ」

　ところが岡本は突如顔面蒼白となり、苦しみもがきながら駅の雑踏の中に倒れ込んでしまった。心配した通行人の一人が岡本に声を掛けた時、けれど岡本は既に息絶え、帰らぬ人となっていたのである。

　その頃、誠が殺されたなどと夢にも思わぬ美砂江は、誠の帰りをひたすら待っていた。けれど何時になっても、誠は帰って来なかった。かと言って捜すことも出来ず、美砂江はひとり孤独に途方に暮れた。

　その後美砂江は秋の終わり、被曝を原因とする白血病になり、誰に看取られることなく死去したのであった。







(一・五)国際平和委員会







(一・五)国際平和委員会


 　美砂江が死に、誠が死に、岡本が死に、では香出菜のノートはどうなったかと言えば、広島日報のデスク、立野辰男の手にあったのである。そして誠と岡本の殺害を企んだのも、実はこの男であった。なぜなら香出菜のノートの中に出てくる国際平和委員会という組織の、立野は日本に於けるエージェントの一人だったからである。

　その後香出菜のノートは、立野から日本のエージェントのトップへと密かに渡った。


 　ではここで、国際平和委員会の計画に沿って今後起こるであろう事象について、香出菜のノートから引用してみよう。

『広島、長崎の原子爆弾爆発によって全面降伏した日本に於いて、敗戦後アメリカ合衆国の占領支配の名の下に、我々の政策が次々と実行されるであろう。先ず我々は勤勉なる日本人の精神を攻撃破壊する為に、様々な手段を行使する。例えば欧米の華々しい物質文明を輸入し、日本人を物質文明の虜と為すのである。日本人よ、物質的豊かさを得る為にはせっせと働き金を稼ぐのだ。お金がすべて、お金があれば何でも手に入る、お金がなければ幸せにはなれない、お金は正に神様なのだと、洗脳する。こうして日本人を、弥が上にも経済奴隷へと駆り立てるのである。

　その際の大衆洗脳装置として役割を果たすのが、新聞、ラジオ、ＴＶといったマスメディアである。ＴＶは白黒からカラーへと、マスメディアも物質文明と共に進化を果たすであろう。勿論経済奴隷たちには、労働と金銭の他に、人生の楽しみ、所謂娯楽、趣味を与えねばならない。スクリーン、スポーツ、セックス……。これらによって、彼らに日頃の労働の辛さや不満を忘れさせ、あたかも自分たちが生き甲斐、存在価値を見出したかのような自己満足と錯覚に浸らせるのである。こうしておけば彼ら経済奴隷たちは、何の疑問も不満も抱くことなく、またあくせくと重労働に励むのである。

　加えて政治的にも、経済奴隷たちがあたかも主役であるかの如き体制を構築する。所謂民主主義である。日本は米国の植民地として、東アジアに於ける民主主義かつ資本主義の一翼を担い、共産主義陣営であるソ連、中国と対峙してもらわねばならない。その為に選挙を実施し、国民否、経済奴隷の代表として政治家を選出する。しかしこの政治家こそが、我等真の支配者のしもべ、傀儡、操り人形なのである。

　こうして日本は、敗戦から一転経済大国へとのし上がってゆくであろう。世界はこれをミラクルと呼び、称賛するのである。しかしどれほど物質的豊かさを手に入れようとも、日本という国家は何処までも第二次世界大戦の敗戦国であり、敵国であり、世界唯一の被爆国であるという十字架を背負い続けねばならない。その為にも来たる第三次世界大戦の開始まで、あくまでも日本は米国の植民地という立ち位置にいてもらわねばならないのである。

　そして我々の第三次世界大戦に向けた計画は国際社会に於いて、また日本に於いても、着々と進められてゆくのである。例えば日本では敗戦国であるが故に一旦は戦争と軍備、軍隊を放棄させるが、その陰で徐々に軍事力を復活させる。警察の予備的組織から始まり、自衛隊へと発展させるのである。また日本には、原子力による新世界の創造にも貢献してもらう。即ち率先して原子力発電の開発に従事してもらうのだ。その開発拠点は、東海と呼ばれる地に設置されるであろう。

　こうして日本全土が資本主義経済と原子力開発に邁進する間、沖縄は米軍の支配下に置かれるであろう。沖縄には大規模な米軍基地が造られる。しかし表面上は日本の領土として、沖縄返還を行わなければならない。時期的にそれは、一九七〇年代前半になるであろう』







(二)部　オキナワ







(二・一)沖縄







(二・一)沖縄


 　一九七二年五月十五日

　沖縄は遂に米軍から日本に返還された。しかしながらこれで沖縄に於いて米軍基地が縮小されたり、ましてや撤廃されることなど決してなかった。沖縄県民の悲願と期待はまたしても裏切られ、返還後も米軍はのうのうと沖縄の地に居座り続けたのであった。


 　一九七五年六月

　松堂(まつどう)かでなは、沖縄県中頭郡嘉手納町に住む高校二年生。自宅から自転車で十分、嘉手納海岸近くにある嘉手納高等学校に通う十六歳の少女である。

　衣替えでかでなが身にまとった高校の夏服は、ちょうど沖縄に駐留するアメリカ海軍のセーラー服に似た黒を基調とした、襟に三本の白いラインが走るものだった。その為去年初めてこの夏服姿で那覇市の繁華街を歩いた時、知り合いの他校生徒からからかわれた。

「かでな。あんた、いつネイビーに入隊したのよ」

　これに対し、かでなは大いに憤慨した。

「冗談止めてよ。わたしを、あいつらなんかと一緒にしないでよ。まったく、もう、やんなっちゃう」

　あいつらなんか……。そう、かでなは大の米軍嫌いだった。米軍も、アメリカ兵たちも、そしてアメリカという国家自体も大嫌いだった。と言うのも幼少の頃よりずっと、基地建設の為生まれ育った土地を追い出され涙に暮れる人たちを嫌という程見てきたし、訓練と称して米軍が立てるけたたましい戦闘機のノイズにも悩まされて来た。それに何よりも米兵たちがここ沖縄の地で幾万回となく繰り返して来た犯罪のことだって、ちゃんと知っていたから。特にその中でも許せないのが、女性に対するレイプである。

　成人女性に対してのみならず、高校生、中学生、小学生、挙句の果てには幼児にまで襲い掛かり、自分たちの下劣な欲望を満たしたかと思うと、後はとっとと殺害し、丸で物のように捨ててしまう。何という無慈悲残虐極まりなき蛮行。およそ人間とは思えぬ、正に鬼畜と呼ぶしかないではないか。しかも表沙汰になり世間から非難、糾弾されるのはごく一部で、現実にはもっと多くの女性たちが米兵の被害に遭っている筈。なのにか弱い彼女たちは、告発することによる報復を恐れ、世間、マスコミの好奇の目に晒されるのを嫌い、或いは被害に遭ったのは自分のせいなのだという罪悪感から、泣き寝入りするばかり。

　自分だって同じ女なんだし、いつ自分が同じ目に遭うか分からない。このことを思うといつもぶるぶると恐怖と怒りに震え、憎悪すら覚えるかでなだった。そんな米兵、米軍への怒りが、かでなをして正義感の強い少女へと育てた。


 　正義感が強く、人一倍気も強い男勝りのかでなだったが、実は米兵、米軍以上に恐れるものがあった。それは一九四五年八月六日に広島で爆発した原爆、リトルボーイである。なぜかかでなは、リトルボーイを病的に恐がった。

　毎年八月十五日終戦の日が近付く度、ＴＶでは恒例のように第二次世界大戦の特集を組む。その中で決まって広島、長崎の原爆爆発の映像が流されるが、かでなはとても恐ろしくて正視することが出来なかった。顔は青ざめ、あぶら汗を流し、思わず目を背けた。また歴史の教科書の原爆に関する記述、写真や、図書館に置いてあるような原爆とその被爆、被曝、闘病に関する記録、資料、書物の一切が駄目で、拒絶反応を起こす程だった。

　更に幼い頃から、悪夢にもうなされた。あたかもリトルボーイ爆発当時その爆心地にいたかのような、それはリアルな原爆爆発の光景が夢に現れ、かでなを苦しめたのである。しかもその夢の中には決まっていつも、ひとりの少女の姿があった。

　その少女は黒焦げの麦藁帽子を被り、ぼろぼろのセーラー服を着ていた。そしてその胸に一冊のノートを抱き、かでなに向かって手招きをするのだった。しかし少女の顔は爆発による高熱の為焼けただれ、どんな顔立ちなのかすら見ることは出来なかった。

　悪夢にうなされながら、夜明け前はっと目を覚ますのを、かでなは習慣としていた。怯え切ったかでなの耳に、かでなの恐怖を払うかのようにいつも遠く幽かに聴こえ来るのは、嘉手納の海の潮騒だった。もはや眠れないかでなは頬に伝う涙を拭うと、後は膝抱えぼんやりと夜が明けるまで海の音を聴いた。海の音を聴いていると、不思議と心がやすらいだ。

　嘉手納の海が、いつもかでなの心を慰めた。その度にかでなは、海に囲まれた故郷、沖縄の地で米軍になど負けず、いつまでも力強く生きてゆこうと誓うのだった。







(二・二)かでなとまこと







(二・二)かでなとまこと


 　ザヴザヴシュワー、ザヴザヴシュワー……。

　ザヴザヴシュワー、ザヴザヴシュワー……。

　六月初旬の嘉手納の海は、既にもう真夏の暑さであった。その日かでなは母親の美砂と、日暮れ前の嘉手納海岸を散歩していた。かでなは両親に大切に育てられた、松堂家の一人娘である。

　サーフィンで焼いたその褐色の逞しい二の腕が、美砂もまた男勝りであることを物語っていた。顔のしわを潮風になびくロングヘアとサングラスで隠せば、かでなと姉妹かと見間違う程にまだまだ若々しい。人として女として美砂は人生の先輩であり、かでなの良き相談相手でもあった。

　照り付ける日射し対策グッズが美砂はサングラスであるのに対し、かでなは麦藁帽子だった。その麦藁帽子には向日葵の飾りが付いていた。海岸を吹き抜ける潮風は荒々しく、かでなは麦藁帽子が吹き飛ばされないよう、しじゅう手で頭を押さえながら歩かねばならなかった。美砂はセーラー服と麦藁帽子のかでなの姿が愛らしく、いとおしくてならなかった。いつまでも変わらず、あどけない少女のままでいてくれたらと美砂は願う。けれど少女もやがて大人になり、恋に落ちるものである。

　こんな暑さの中、詰襟の制服を着たひとりの男子学生が海岸の反対側から歩いて来るのが見えた。誰だろう、知ってる子かな。かでなは、相手が誰か気になった。まだ遠過ぎてぼんやりとしか見えない。距離が近付き、相手の制服が自分と同じ県立嘉手納高校のそれであることが分かった。ますます気になるかでな。

　もしかして、あいつかも……。かでながそう思いながら、うっかり頭から手を離した瞬間、吹き荒れる潮風がかでなの麦藁帽子をさっとさらっていった。しまった。

「待ってーーっ」

　叫びながらかでなは、空中を舞う麦藁帽子を追い掛けた。美砂も続いて、二人して砂浜を走った。しかし麦藁帽子の方も逃げ足が速く、くるくるくるっと気持ち良さそうに潮風に舞いながら、どんどん遠ざかった。そして帽子の行く方角に、さっきの男子生徒がいた。

　男子生徒は咄嗟にジャンプして、かでなの麦藁帽子を見事キャッチした。

「ありがとう、きみ」

　美砂は歓声を上げながら、男子生徒の元へ駆け寄った。ところが肝心のかでなの方は途中で足を止め、ぼんやりとその男子生徒と美砂を見詰めていた。

　やっぱり、洌鎌(すがま)君……。

　その男子はかでなの同級生であり、名を洌鎌まこと、と言った。まことの方もかでなに気付いて、照れ臭そうにかでなを見詰め返した。その頬はまっ赤だった。かでなの頬も伝染したように、紅潮していた。

　まことは、かでなと同じ高校二年生。五月生まれだから既に十七歳で、かでなとは一年の時から別のクラスだった。その為お互い顔は知っていたけれど、まだ口を利いたことは一度もなかった。

　ふたりは黙ったまま、しばし見詰め合った。間にいた美砂が、けれど沈黙を破った。

「娘の帽子、ありがとうね」

　サングラスを取り微笑み掛ける美砂に、まことは恥ずかしそうに答えた。

「ちょうど、ぼくの所に飛んで来たもんで」

「何してんの、かでな。さっさとこっち来て、帽子受け取んなさい」

　振り向いて催促する美砂に、かでなは仕方なさそうに答えた。

「はーい、分かりました」

　目の前に来たかでなに、まことは麦藁帽子を差し出す。

「どうも、ありがと」

　かでなは無愛想に、まことから麦藁帽子を受け取った。

「何よ、それ。ちゃんと、お礼言いなさい」

「はいはい。本当に、ありがとうございました」

「そんな。大したこと、してないです」

　まことの顔は火傷しそうな程、熱かった。

「あれっ。もしかしてきみ、嘉手納高の生徒」

「はい」

「何年生」

「二年です」

「なーんだ。じゃ、あんたと同じじゃない。もしかして知り合い」

「知らない、知らない。だってクラス違うもん」

　かでなは必死にかぶりを振った。

「何で、二クラスしかないんだから、顔位知ってるでしょうよ」

　するとまことがにっこりと微笑んだ。

「はい、顔位なら」

「ほーら。知ってるってよ」

　こうして母美砂を介して、かでなはまことと知り合いになった。

　ザヴザヴシュワー、ザヴザヴシュワー……。

　ザヴザヴシュワー、ザヴザヴシュワー……。

　いつのまにか嘉手納海岸は、空も海も夕焼けに染まっていた。


 　洌鎌まこともまた、なぜか広島の原爆リトルボーイに対し、生まれながらに特別な感情を有していた。しかしそれはかでなの持つ恐怖心とは明らかに異なった。まことの場合、広島の原爆を思うとなぜか激しく胸が痛むのだった。あの八月六日燃え盛る広島の街の中に、どうしてもぼくは、何か大切なものを忘れて来てしまった気がしてならない……。

　そしてかでな同様、幼い頃より悪夢にうなされても来た。あたかもリトルボーイ爆発直後の広島の街で過ごした経験があるかの如き、それはリアルな廃墟の街並みの夢だった。しかもその夢の中には決まっていつも、人波の中に立ち尽すひとりの男の姿があった。

　その男は夏だと言うのに軍服を身にまとい、暗い悲しげな顔で途方に暮れていた。目に一杯の涙を浮かべながら、男はこう呟いた。

「自分は、きみを守って上げられなかった。香出菜、きみを」

　その男の顔はどきっとする程、まことに良く似ていた。

　かでな、きみを……。まことはいつも、ここで目が覚めた。そして夜明け前の静けさの中で、丸で夢の中の男の悲しみが乗り移ったかのように、まことの胸は激しく痛んだ。







(二・三)敵国条項
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 　初対面でまことを気に入った美砂は、それからしばしばまことを自宅に招き、かでなと共にお茶をご馳走した。お陰でかでなとまことは、急速に親密さを深めていった。

「へえ、まこと君の家は読谷村かあ。あそこも米軍の戦闘機うるさいでしょ」

　珈琲を入れながら、美砂が問う。

「はい。もう、絶え間ないです。あの音だけは、いつまで経っても慣れません」

「そりゃ、そうよ」

　かでなは、美砂とまことの会話をぼんやりと聴いているだけ。それでも視線は、終始まことの横顔に注がれていた。

「あんな低空飛行されたら、いつ事故が起こるか分かったもんじゃない」

「ほんとうに恐いです」

　かでなもまことも、訓練の名の下に米軍の戦闘機の発するノイズと事故の危険に、日常的に晒されていた。加えて米兵たちの犯罪にも悩まされていた。

　例えば勉強をしていると上空に戦闘機の接近する音がして、家の窓ががたがたと激しく揺れるから、勉強どころではなかった。また夜中突如家のドアを激しく叩く者がいるから、吃驚して家族全員で玄関に行くと、相手は決まって酔っ払いの米兵だった。

「女はいないか、女を出せ」

　どんどん、どんどんドアを壊さんばかりに叩き続け、女を求めて英語でわめき散らすのだった。幼い頃のかでななど恐ろしさの余り、布団を被ってぶるぶる震えていたものだった。

　またかでなが中学生の時のこと。夏の日暮れ時、嘉手納海岸の岩陰でかでなの同級生である女生徒二人が、五人の米兵たちに危うくレイプされそうになったのを必死に逃げ、近くの民家に助けられるという事件も発生した。しかし被害者の家族は、米兵たちからの報復を恐れ、被害届は出さなかった。

　それからはかでなは勿論、美砂も神経質になり、かでなの帰りがちょっと遅いと直ぐに心配した。


 　初めのうちは美砂を交え、三人で顔を合わせていたかでなとまことだったが、段々とふたりだけで会うようになっていった。学校でこそ噂になるのを嫌い大人しくしていたけれど、放課後や休日にはデートを重ねた。

　まことの親もかでなを気に入り、ふたりの交際は両方の家族公認のものとなった。ふたりはやがて結婚し、それは良い家庭を築くであろうと、周りの大人たちは温かく見守った。

　ふたりの交際には、何の障害もなかった。そしてふたりは、高校二年の夏休みを迎えた。


 　一九七五年八月

　夏休みになると、かでなとまことの仲はますます深まっていった。と言ってもふたりとも、どちらかと言えばストイックな性格。肉体的交わりよりは、精神的なつながりを好み、それを重視した関係を維持していた。一日中図書館で勉強し、嘉手納の海辺では基地問題を始め人生や日本、世界の問題と未来について、大いに語り合ったのだった。

「こんな美しい沖縄の海に囲まれていながら、あの米兵たちは多くの沖縄の女たちを襲い、泣かせ、彼女たちの人生をぼろぼろにして来た。なのに今でもそれは続いている。ねえ、まこと。なぜなの、どうしていつまでも、やつらの蛮行を止めることは出来ないの」

「それはね、かでな。日本が実質、この沖縄がまだアメリカの植民地だからなんだよ。だから日本政府はアメリカの言いなり。幾らぼくたちが声を上げたところで、何も変わらないのさ。無駄な抵抗ってやつ」

「ヤマトの市民たちがそのことに気付いていないか、或いはまったく無関心、他人事、よその国のことのように思っているのも、問題よね」

「そうなんだよ。彼らだって本当はまったくの無関係って訳でもないのにさ。だって沖縄の犠牲のお陰で、東京も、大阪も、日本の大都会の繁栄はあるようなもんなんだから」

「こうなったら、国際世論に訴えるしかないわね」

「国際世論か。それがまた厄介なんだよね」

「どうして、国連があるでしょ」

「その国連が曲者なのさ。常任理事国アメリカのこれまた言いなりだし、それに国連憲章の中には、敵国条項って言うのがあってさ」

「敵国条項」

「そう。第二次世界大戦が終わってもう三十年にもなるっていうのに、未だに沖縄がアメリカの植民地であるように、日本は国連にとって敵国扱いなんだよ」

「敵国。何、それ。植民地で敵国って、それじゃわたしたちには、絶望しかないじゃない」

「でもぼくは絶対、諦めないよ」

「わたしだって」

　こんなふうにふたりは、今まで家庭やクラスでは話したことのなかったシリアスな問題についても、熱く語り合った。嘉手納の海辺に佇みながら、遠い水平線を見詰める若いふたりの瞳は、きらきらと輝いていた。

「でも、まこと。正直わたし、恐い。だってわたしだって一応女だし、いつ被害者女性たちと同じ目に遭うか分かんないもん」

「大丈夫だよ、かでなは」

「どうして」

「だってさ」

　そしてまことは、照れ臭そうに言った。

「だってきみのことは、ぼくが絶対に守るから」

「まこと……」

　しばし沈黙するかでなであった。じっとまことを見詰め、まこともかでなを見詰め返した。

「ありがとう、まこと。わたし、まことと出会えて本当に良かった」

「ぼくもだよ、かでな」

　たとえ嘉手納の海の潮騒が絶えようとも、かでなとまこと、ふたりを分かつものなど何もないと、若きふたりは信じていた。







(二・四)墜落事故







(二・四)墜落事故


 　ところがそんなふたりを、突然の悲劇が襲った。一九七五年八月五日の昼下がり、米軍のヘリコプターがかでなの住む嘉手納町の民家に墜落したのである。

　上空からヘリの轟音がどんどん接近したかと思うと突如プロペラが停止し、そのまま落下した。機体は隣接する二軒の家にまたがるように両家の屋根の上に落ち、屋根を陥没させた。二軒は両方とも二階建てで、その時二階にいた子どもが各一人ずつ、落ちて来た屋根に挟まれ重傷を負った。被害に遭ったこの二軒は、かでなの家から僅か五軒離れた場所だった。

　ところがこの墜落事故発生後、現場にいち早く駆け付けたのは、米軍関係者の車だった。そして彼らはどうしたかと言うと、ヘリが墜落した現場一帯を、直ぐに封鎖してしまったのである。流石に被害者救出の救急車と消防隊員の出入りは許可したものの、被害を受けた家の主である筈の住民たちはさっさと追い出され、日本の警察とマスコミの立ち入りも一切拒否された。

　正に治外法権。しかも封鎖の任務に当たり、バリケードを立て地元住民たちの前に立ちはだかったのは、機動隊と民間警備会社の警備員。詰まり他でもない、同じ日本人だったのである。そして米軍はさっさと破損したヘリの機体を回収するや、とっとと撤収してしまったのであった。

　そんな中にあって、バリケードの前で同じ日本人であり沖縄県人である筈の機動隊員、警備員と睨み合いながら、付近住民の大人たちに混じって米軍に非難の声を上げる少女の姿があった。誰あろう、かでなである。

　重傷を負った子どもたちはかでなの幼馴染だったし、ヘリが落ちる場所がちょっとずれていたら間違いなく自分が同じ目に遭っていた筈である。そう思うと他人事などとはとても思えず、居ても立っても居られず駆け付けたのだった。事故の恐怖もさることながら、矢張り米軍の強引なやり方と、それにへつらい従う地元の大人たち、警察、機動隊らが、かでなには何とも許し難かった。

「何、封鎖してんのよ、ここは日本なのよ。さっさと日本の警察を入れて、現場検証させなさーい」

「そうだ、そうだ」

「訓練反対、基地反対、戦争反対。米軍なんか、とっとと沖縄から出てってよーーっ」

「そうだ、そうだ」

　振り返ると、事故の知らせを聴いて駆け付けたまことの姿があった。米軍は既に撤収した後で、事故現場には夜の帳が降り、すっかりもう暗くなっていた。

「まこと」

「かでな。無事だったんだね」

「わたしは大丈夫だけど、与那嶺君と京香ちゃんが重体なの。もう少しで死ぬ、いや殺されるとこだったんだから」

　まことの顔を見ても、かでなの怒りは収まらなかった。

「まこと。わたしもう、これ以上絶対、我慢出来ない」

　そう吐き捨てると、かでなはひとりで歩き出した。その細い背中には、悲壮感が漂っていた。

「何処に行くつもりなの、かでな」

　まことが後を追った。

「決まってるでしょ、あいつらのとこよ」

「あいつらって。じゃ、基地」

「そうよ。今日こそ最高責任者を呼び出して、思いっ切り文句言ってやるから」

「無茶だよ、それに無駄だって」

「そんなこと分かってる。でも誰かが行動を起こさなきゃ。だからわたしが行くの。お願いだから止めないで、まこと」

　引き止めるまことと、前進あるのみのかでな。ふたりはいつか、嘉手納の海岸まで来ていた。

　夜の海辺である。星と月の光を映す波が、穏やかに砂浜へと押し寄せては引いていた。若いふたりの一進一退の足音と情熱的な鼓動を、嘉手納の海の潮騒がやさしく包み込んだ。


 　天候が穏やかなる時、海もまた限りなく穏やかであった。たとえ波打ち寄せる砂浜で、鬼畜たちに囲まれ幼き少女がその手に砂を握り締めながら、懸命に泣き叫んでいたとしても。海は荒れ狂うことを知らず、鬼畜たちはいつも野放しのまま。いつの世も、幾時代、幾年月、穏やかなる時、海はいつも穏やかでしかなかった。何卒嵐を起こし、鬼畜どもを荒々しい波で打ち砕いて下されと、幾度願って来たことか。されどその願いは常に叶わず、ただ後には何事もなかったかのように、穏やかな波が砂浜には寄せ返すのみであった。

「かでな、きみの怒りは分かる。ぼくだっておんなじさ」

「だったら、まこと。一緒にふたりで乗り込もう」

「ぼくだってそうしたい。でもぼくたちが行った所で、何の解決にもなりゃしないじゃないか」

「だって……。まこと、わたし本当に悔しい。悔しくて悔しくて、死ぬ程悔しいの。ね、どうしてわたしたちばっかり、いつもこんな目に遭わなきゃなんないの。ヤマトの連中なんて何も痛い思いしないで、いつも良い思いばっかりしてる癖に。何が大阪よ、何が東京よ」

　かでなの額から頬へと流れ落ちる汗に、いつしか涙が混じり、それは海水にも負けない塩辛さだった。

「ぼくだって悔しいさ。腹の底から悔しくてならない。でもぼくたちの敵は、同じ日本人であるヤマトの人たちじゃないことだけは確かだよ。彼らはただ何も知らないだけ、いや知らされていないのさ。なぜならヤマトのマスコミときたら、アメリカに完全にコントロールされていて、沖縄で起こる真実を何も伝えようとしないんだから」

「それじゃヤマトって、丸で外国みたい。どうして同じ国の人間なのに、同じ痛みと同じ喜びを分かち合えないの」

「いつかそんな日が来ることを夢に見ながら、今は一歩一歩進んでゆくしか、ぼくたちには道はないんだ。ね、かでな。お願いだから、今夜はもう帰ろう」

　まことはかでなをじっと見詰めた。まことの目にも、薄っすらと涙が滲んでいた。かでなははっとして、息を飲んだ。まこと……。嘉手納の海辺から見える米軍基地の方角に目を向けながらも、かでなはゆっくりと頷いた。

「うん、分かった。まことの言う通りにする」

　それを聴いたまことは、ほっとため息を吐きながら微笑んだ。

「良し、じゃ家まで送るよ」

　若いふたりは嘉手納の海を後にして、とぼとぼと家路に就いた。


 　しかし、その晩もまたかでなは、いつもの悪夢にうなされた。それは日付けが変わった、八月六日の夜更けだった。

　先ずリトルボーイが爆発する広島の街の光景が、かでなの夢を覆い尽くした。一瞬にして炎の海と化した夢の中に、そしていつもの黒焦げの麦藁帽子の少女が現れた。しかも今宵はかでなに向かって、少女が語り掛けて来るではないか。

　少女の第一声は、こうであった。

『すべては、やつらの計画である』

　しかしそんなことを言われても、かでなには何のことだか分かる筈もない。かでなは夢の中の少女に向かって尋ねた。

「すべてって何。やつらって誰。計画って、何のこと」

　すると少女は答えた。

『すべてとは、戦争と平和。例えば、第二次世界大戦、原爆、広島、長崎、そして沖縄の犠牲』

　沖縄の犠牲……。

『計画とは、第三次世界大戦。そして人類滅亡或いは人類家畜化へと至る計画のこと』

　少女は沈黙した。かでなは尚も尋ねた。

「だから、やつらって誰。それに沖縄の犠牲が、第三次世界大戦とか人類滅亡とどんな関係があるって言うの」

　けれど少女の答えは、こうだった。

『それは香出菜にも分からない。相手は正体不明の、のっぺらぼう、なの』

　相手は、のっぺらぼう……。でも、かでなにも分からない、って。

「なぜわたしの名前を、知ってるの」

　かでなの問いに、けれど少女はかぶりを振った。

『香出菜は、わたし』

「かでなは、あなた」

　驚くかでなを尻目に、少女は続けた。

『行方不明になった、わたしのノートをどうか捜して下さい。そこにすべてのことは、書かれています。わたしのKADENA NOTEを捜して下さい……』

　ノート。そう言えば、今日の少女はノートを持っていない。でも、かでなノートって、何……。

　目が覚めた。まだ夜明け前だった。遠く嘉手納の海の潮騒だけが、かでなの耳にやさしかった。悪夢の記憶は既に薄らいでいたけれど、少女の言葉だけははっきりと覚えていた。

『すべては、やつらの計画である』

　でも、やつらって、本当に誰なんだろう。夢にも関わらず、かでなは気になって仕方がなかった。それに少女は確かに『沖縄の犠牲』とも言った。沖縄の犠牲って……。

　あっ、もしかして。

　かでなは閃いた。やつらって、米軍のことじゃない。だって広島、長崎への原爆も沖縄も、みんな米軍が関わっているんだから。すべて米軍の仕業。やつらのせいで、みんな苦しんでいる。みんな犠牲になっているんだから。くっそう、憎き米軍め……。

　忽然とかでなの胸に、米軍への憎悪が込み上げて来た。まことのお陰で鎮まったヘリコプター墜落事故に対する米軍への怒りが甦り、頭にかーっと血が昇った。

　良し、今からでも遅くない。昨夜はまことに止められたけれど、今日は絶対あいつらんとこ、乗り込んでやる。かでなは勢い良く、ベッドから飛び起きた。

　あっ、でも。

　今日は、朝からまことと一緒に勉強する約束をしていたことを思い出した。どうしよう。そうだ、仕方がない。仮病を使っちゃえ。







(二・五)ひとりぼっちの抗議







(二・五)ひとりぼっちの抗議


 「かでな、いつまで寝てんの。まこと君から電話よ」

　まことからの電話を取り次いで、美砂がかでなの部屋のドアを叩いた時、既に眩しい朝の陽が昇っていた。時計の針は午前九時を過ぎていた。かでなは仮病による罪悪感に苛まれながらも、ドアの向こうの美砂に答えた。

「ごめん、ママ。わたし風邪引いちゃったみたい。今日は行けないからって、謝っといて」

「風邪。大丈夫なの、かでな」

「うん、ちょっときついけど、もう少し寝てたら良くなると思うから」

「あっ、そう。じゃまこと君には、そう伝えとくよ」

「うん、ありがとう」

　美砂がいなくなった後、かでなはぼんやりとベットで横になっていた。いつしかまた眠りに落ちた。

　再び目が覚めれば眩しい八月の陽が既に天に昇っており、時計はもう十二時を回っていた。ついでにお腹もグーッと鳴いた。そりゃそうだ。かでなは今日まだ何も口にしていないのだから。

「ママーっ」

　かでなは勢い良く、美砂のいるキッチンに直行した。

「あら、かでな。風邪、もう大丈夫なの」

「うん、寝てたら治ったみたい」

「そう。それは良かった」

　微笑む美砂に、かでなは甘えた声で言った。

「でも、お腹ぺこぺこ」

「はいはい。じゃオムライス作るから、待ってて」

「やった」

　かでなは美砂のオムライスが大好物だった。

　出来上がったオムライスを、母娘は仲良く食べた。ぱくぱく元気に頬張るかでなが、美砂には可愛くてならなかった。

　腹を満たしたかでなは部屋に戻り、いざ出陣と米軍基地に乗り込む支度を始めた。時計の針は、午後二時前。米軍基地に抗議に行くなどと言えば、止められるに決まっている。そこでかでなは誰にも内緒で、出発することにした。

「ママ。それじゃわたし、まこと君とこ、行って来る」

「うん。心配してるだろうから、元気な顔見せて上げて」

「はーい」

　仮病の次は嘘の行き先。ほんと悪い子でごめんね、ママ。心の中で美砂に手を合わせながら、かでなは自宅を後にした。かでなの服装はセーラー服。時刻は、午後二時を過ぎていた。


 　向かうは米軍の嘉手納基地。途中嘉手納海岸を通って、徒歩で約二十分かかった。いつものようにお気に入りの麦藁帽子を被り、赤いショルダーバッグには、タオル、水を入れた水筒、傘、それから腹が減った時の為にチョコプリッツとキャラメルと黒砂糖も入っていた。

　しかしひとりでとぼとぼ歩いているうちに、段々と弱気の虫が襲って来た。わたし一人じゃ、どうせ門前払いだろうな。でも兎に角訴えるだけ訴えて、日没前には帰ろう……。

　青い空、透き通る海のさざ波。嘉手納の海は、いつにもまして穏やかだった。波打ち際にしばし佇んだ後、かでなはまた歩き出した。基地全体を囲んでいる有刺鉄線のフェンスが見えて来た。基地を飛び立つヘリも見えた。灼熱の陽射しを浴びながら聴く戦闘機の爆音の威力は、遠くからでもくらくらと眩暈がする程だった。

　くっそーっ。ここまで来て、負けてたまるか。かでなは基地の玄関である通用門へと足を向けた。どきどき、どきどきっ……。弥が上にも心臓の鼓動が高鳴った。

　通用門は開いていたが横に守衛室があり、敷地内に勝手に侵入しようとすると呼び止められる。かでなは怪しまれないよう、直ぐに守衛室の窓口に立った。

「誰、何の用かな」

　応対したのは若い男だった。言葉は勿論、英語。かでなは臆せず英語で返答した。

「わたしは、嘉手納高校の松堂かでな」

「かでな、高校生のきみが一体何の用だね」

「他でもない。昨夜のヘリ墜落事故の件で、抗議に来たのよ」

「抗議だって。たったひとりでかい」

「ええ、そうよ。担当の司令官に会わせて」

　駄目元で言ってみた。すると意外な答えが返って来た。

「分かった。直ぐにこっちに来させるから、待っててくれ」

　おお、凄い。

「ＯＫ」

　しばらく窓口の前で、突っ立って待っていた。通用門は納品業者の出入りが激しく、トラックが次々とやって来ては出ていった。

「お嬢ちゃん、ちょっとどいてくれ」

　いつしか脇に追いやられ、そこでじっと待ち侘びていた。しかし幾ら待てども、一向に来る気配はない。

「ねえ、まだ」

　痺れを切らしたかでなは再び窓口に立ち、問い合わせた。

「ああ。まだ昨日の対応に追われてて、なかなか来れないんだって」

「ええ、ひどい。さっき待っててくれって、言った癖に」

「済まないね」

　それでもかでなは辛抱強く待ち続けた。陽が暮れ始めた。しかし待ち人の姿はなかった。

　あーあ。結局これって、門前払いとおんなじじゃない。かと言って守衛室の人たちに怒鳴ったところで、どうなるものでもない。面倒臭いから、今日のところはもう帰っちゃおうかなあ……。

　そしてかでなは遂に諦め、家路に就くべく、とぼとぼと守衛室並びに米軍基地を後にした。途中夕暮れの嘉手納の海辺に差し掛かった。さっさと帰らなきゃと思っていたから、足を止めるつもりはなかった。ところがお腹の虫がぐーっと鳴いた。

　緊張してたからかな、お腹ぺこぺこ。かでなは砂浜に腰を下ろして、水筒とチョコプリッツを取り出した。砂の上であぐらを掻いて、波打ち際に響く潮騒に耳を傾けながら、かでなはプリッツを頬張った。

　ああ、おいしい。呑気に食べ続けるかでなだった。しかしその背後には、魔の手が忍び寄っていた……。


 　その時まことは虫の知らせか、ふとかでなのことが気になって、松堂家に電話を入れた。

「今晩は、まことです」

　電話口に出たのは、美砂だった。

「ああ、まこと君。かでなまだ、そっちいる」

　えっ。何気なく尋ねた美砂の言葉に、まことはびくっとした。胸騒ぎに襲われた。声が上擦った。

「かでなさんなら、こっちにはいませんよ。今日かでなさんとぼく、会ってませんから」

　えっ。今度は美砂の方がびくっとなった。

「嘘。だってあの子、あなたのとこ行くって出ていったのよ」

「えっ。それって、いつ頃の話ですか」

「確か、二時前よ」

　午後二時前。どきどき、どきどきっ……。まことと美砂の互いの心臓の鼓動が、電話線を通じて重なり合うようだった。美砂は動揺し、その声は不安に震えていた。

「じゃ、あの子、何処行ったの。今、何処にいるのかしら」

「かでなさんから、連絡はないんですか」

「ううん。何にも」

　美砂は受話器を握り締めながら、かぶりを振った。

「兎に角ぼく、今からそっちに行きます。一緒に捜しましょう」

「そうね。じゃ、わたし、待ってるから」

　かでなが無事であることを祈りながら、美砂はまことの電話を切った。それからすぐさま那覇の観光ホテルに勤務する夫即ちかでなの父親、晴人(はると)に電話した。かでなに関する経緯を伝えるや、晴人もまた動揺した。

「分かった。何とか都合つけて、そっちに戻るから」

「お願い。わたしは、まこと君と近所を捜してるから」

「頼んだよ」

　そして美砂と晴人は電話を切った。

　一方まことである。自宅を飛び出したまことは急ぎながらも、ふっと思い付いた。もしかして、かでな。昨日の墜落事故の件で抗議をしに、たったひとりだけで米軍基地に行ったのでは……。

　まことは松堂家に向かう前に、夕映えの嘉手納海岸へと行く先を変更した。







(二・六)嘉手納の海







(二・六)嘉手納の海


 　※過激な場面がありますので、御注意下さい。


 「おい。なんでも今、守衛室の前に威勢のいい小娘がいるんだとよ」

「人数は」

「ひとり」

「幾つだ」

「高校生」

「よーし。ちょっとかわいがってやるか」

「ちょっとじゃ、済まない癖に」

　その日の訓練を終え、飲みにでも行くかと、基地のロビーでくつろいでいた四人の米兵がいた。軍曹と上等兵と二人の一等兵だった。

　抗議を諦め米軍基地を後にしたかでなの背中を、そして四人は尾行した。かでなはまったく気付かなかった。かでなが嘉手納の海の砂浜に腰を下ろし、プリッツを頬張っている頃、浜辺とその一帯に人影はなかった。これは絶好のチャンスと、軍曹たちは一斉にかでなに襲い掛かった。

　すべては一瞬の出来事だった。チョコプリッツは折れ、ショルダーバッグの中身は散らばり、麦藁帽子もセーラー服もむしり取られ、そしてナイフによって引き裂かれた。かでなは絶叫し悲鳴を上げた。けれどその声、ＳＯＳは、戦闘機の爆音によって掻き消された。四匹の鬼畜の前に非力なかでなの抵抗はむなしく砕け散り、夕映えの嘉手納の海に、かでなの希望のすべては泡と消えた。

　殴り蹴り気絶させたかでなを、四匹の鬼畜は容赦なく次から次へと強姦した。そして欲望の果て、鬼畜どもの前には、最早用済みとなった日本の少女の肉体という一個の、物、が横たわっているに過ぎなかった。リーダー格の軍曹はさっきかでなの麦藁帽子とセーラー服を引き裂いたナイフによって、今度は砂にまみれたかでなの胸を、躊躇いもなく一刺し。これですべては、終わったのだった。


 　訓練からの帰還途上にあった米軍の戦闘機の乗組員が、嘉手納海岸に残されたかでなの遺体を発見した。彼らは基地に連絡を入れた。

「ああ、日本の少女だ。無残にも全裸で血だらけ。恐らく強姦され、殺されたのに間違いない」

「我等の同胞の仕業だと、思うか」

「おそらくな」

「了解。後は我々に任せたまえ」

　戦闘機と入れ替えに、現場には米軍の一台の車が到着した。かと思うとあっという間にかでなの遺体を車に乗せ、さっさと運び去ってしまった。そして嘉手納の砂浜に僅かに残されたかでなの血痕も、寄せ返す波によって洗い流された。すべては、洗い流されたかに思えた。

　しかしその後そこに現れたのが、まことだった。まことは息を切らし、駆け足でやって来た。その時既に嘉手納の海辺は平穏に包まれ、時は日没間際。まことは暗くなり始めた海岸一帯を見回し、かでながいないか捜した。けれどかでなの姿は何処にもなかった。

　このまま嘉手納基地まで行ってみるべきか、それとも美砂の待つ松堂家に急ぐか、まことは悩んだ。迷いの中、波打ち際に寄せ返す波をぼんやりと眺めた。その時、まことの目に一瞬何かが留まった。まことはそれに見覚えがあることを悟った。

　かでなの麦藁帽子だ。

　波間に浮かび漂っていたのは、引き裂かれたかでなの麦藁帽子だった。なぜ。まことは一歩一歩波打ち際に近付き、それをつかまえた。

　やっぱり、かでなのだ。でも、なぜこんなに引き裂かれ、そして、どうしてこんなところに……。まことの顔がさっと凍り付き、青ざめた。

　まさか。

　他にも何か落ちていないか、まことは無我夢中、汗だくになって海岸一帯を駆け回った。けれど既に日は沈み、夜の帳が降りた嘉手納の海はまっ暗になっていた。

　どうしよう。

　まことは焦った。兎に角、かでなの家に急ごう。その手にかでなの麦藁帽子を握り締めながら、まことは急いだ。


 　まことが松堂家に到着しても、そこにかでなの姿はなかった。

「かでな、かでなさんから、何か連絡有りませんでしたか」

　けれど美砂はかぶりを振るばかりだった。まことは発見したかでなの麦藁帽子を、美砂と晴人に見せた。

「なに、これーーっ」

　美砂は悲鳴を上げた。美砂も晴人も忽ち顔色を変え、パニックに陥った。

「こんなこと、今迄一度もなかったのよ。あの子が何にも連絡して来ないなんて。帰宅が遅くなる時は必ず……」

「そんなことは、分かってるさね」

　近所の住人たちも、松堂家に集結した。みんな本気で心配していた。

「俺たちみんなで、基地周辺と海岸一帯を捜してるから、晴人と美砂ちゃんは警察に行ってくれ」

　住民の有志によって捜索隊が結成され、まことも加わり、かでなの捜索が開始された。相談を受けた警察も協力し、美砂、晴人と共に一晩捜し回った。けれどかでなの行方は分からなかった。夜が明けても、捜索は続けられた。

　歴史が物語る如く、誰もが米兵を疑った。かでな即ち沖縄の女子高校生が行方不明だというニュースが、沖縄を始めヤマトでも流されると、国民の多くが米兵による犯罪ではないかと疑いの目を向けた。その反響は大きく、日本国政府はこれを無視出来なくなった。そして重い腰を上げ、八月九日遂に米軍に調査を依頼した。

　米軍は速やかに調査を実施し、その日のうちに結果を発表した。

「調査の結果、行方不明と思われる少女に暴行を働いた四人の兵士を洗い出した。しかしながら彼らは、犯行後気絶した少女をそのまま嘉手納海岸の砂浜に残し、自分らは直ぐに基地に戻ったということである。以上」

　ではその後の少女の行方については、一切分からないのかという問いに対し、米軍はこう答えた。

「確かに分からない。ただもしかすると暴行されたショックから、少女は発作的に自殺を図り、目の前の海に飛び込んだのかも知れない」

　これを受けその日の深夜から直ちに、米軍も協力して周辺の海の捜索が始まった。そして翌日八月十日の夕方、米軍のヘリが那覇港の沖を漂うかでなの姿を発見した。しかしかでなは既に死んでおり、死因は胸を刃物で刺された際の大量出血。恐らくレイプされたことを苦にしたかでなが自らナイフで胸を刺し、そのまま入水したのではないかとの推測が為された。

　沖縄県警は直ちに、かでなをレイプした米兵四人の身柄引き渡しを、米軍に要求した。でなければ松堂家の人間、まことは勿論、沖縄県民が納得する筈がなかった。ところが実現しなかった。なぜなら例によって四人の身柄は日米地位協定によって守られ、八月九日の調査完了時点で、米軍はさっさと四人を本国アメリカへ強制送還していたからである。

　なぜこんなことが許されるのか。かでなを失い悲嘆に暮れるまこと、松堂家の人々を先頭に、地元住民の怒りは爆発した。抗議団が結成され、嘉手納基地前で抗議活動が開始された。抗議の輪は拡大し、沖縄県内はもとよりヤマトの各地から賛同者が詰め掛け、抗議の列に加わった。

　多い時は千人を超す参加者によって、昼夜を問わず激しいシュプレヒコールが繰り返された。しかし米軍は静観の構えを崩さず、沈黙を貫いたのである。







(二・七)まことの復讐
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 　こんなことしてたって、無駄だ。

　まことは、一旦抗議団の最前列から身を引き、ひとり自宅に戻った。八月十四日のことである。

　自室にこもったまことの頭の中には、ただひとつの想いしかなかった。かでなの仇を取ること。どうやったら、あいつらを痛め付けられるのか。兎に角帰国した四人を日本に戻し、相応の罰を与え、償いをさせる。いや、かでなが受けた苦痛のその何万倍もの苦しみを味合わせてやりたい。でなければ、自分の気持ちはとても収まらない……。

　米軍、米兵たちに対する怒りと憎しみ、そしてかでなを失った悲しみとによって、まことの胸は張り裂けんばかりだった。

　かでな、ぼくはきみを守って上げられなかった。この世で一番大事な人を……。

　まことは具体的な復讐の方法を考え、そして思い付いた。

　よし、これでいこう。


 　まことは早速、翌日八月十五日から行動を起こした。先ず工事現場のアルバイトを始めた。

　米軍基地とその周辺では絶えず何かしらの工事が行われており、まことの家の近所にある嘉手納弾薬庫地区に於いても、古くなった倉庫を取り壊し新しいものに建て替える工事が進められていた。そこの現場監督と、まことの父親の雪雄とが知り合いであることを、まことは知っていた。どうしても働きたいとまことは雪雄に懇願し、そこの現場に入れてもらった。古い倉庫の解体には、ダイナマイトが使われていた。

　まことは毎日せっせと真面目に働いた。そして夏休みも終わり間近の、アルバイト最終日にあたる八月二十八日のことである。まことは工事現場を後にする前に、あらかじめ目を付けておいたダイナマイトの保管場所に立ち寄った。周囲に人がいないのを確認しつつ、まことはダイナマイト三本を盗み出した。これで計画の第一段階はクリアである。

　しかし翌日の朝にはダイナマイトの紛失が発覚してしまうだろうし、そうなれば第一にまことが疑われる。そうなる前に、行動を起こさねばならない。まことは休む間もなく、次のステップへと迅速に進んだ。

　工事現場から帰宅したまことは一旦盗んだダイナマイトを自室に置き、シャワーで汗を流した後、家族と共に夕御飯を済ませた。それからマジソンバッグにダイナマイトを入れ、ズボンのポケットにはライターを所持し、こっそりと家を出たのだった。

　時刻は午後八時を回っていた。目指すは嘉手納基地。まことはその場所を、自らの戦場であり死に場所と決めていた。確かにまことは死ぬ覚悟でいた。かでなの後を追って、自分も死を望んでさえいた。なぜなら、かでなのいない人生など、最早まことには何の意味も見出せなかったからである。

　見ていてくれよ、かでな。きみの仇を取るから……。


 　嘉手納海岸を横切り、嘉手納基地の通用門の前に到着した。かでなへのレイプに対する抗議団の活動は既に下火になり、夜には松堂家の人々も帰宅していた。従って周囲に人影はなかった。まことにとっては、その方が都合が良かった。

　これなら、みんなに迷惑を掛けずに済みそうだ。よし、いくぞ。まことは守衛室の窓口に立った。

「何の用ですか」

　英語で問う守衛室の米兵に、まことは英語で答えた。

「自分は、洌鎌まことだ。松堂かでなの件で要求がある。責任者を呼んでくれ」

　しかし米兵の答えは冷たかった。

「その件なら、日本政府に任せてある。何か言いたいなら、日本政府に言ってくれたまえ」

「ＯＫ」

　まことは一旦引き下がった。守衛室の前から消え、まことは通用門の脇に身を潜めて、基地の様子を窺った。

　時刻は午後九時を過ぎた。一台の納品業者の四トントラックが通用門の前で停車した。三十代前半のドライバーがトラックから下りて、守衛室の窓口に立った。

「那覇国際フーズです。食堂の食材の搬入で来ました」

「ＯＫ」

　基地内に入る許可を得たドライバーは、再びトラックに乗り込んだ。

　よし、今だ。

　咄嗟にまことは、マジソンバッグを胸に抱きかかえながら走り出した。そして徐行運転で基地に入ってゆく四トントラックの陰に隠れながら、まんまと自分も基地の中に侵入したのである。

　上手くいったと思ったのも束の間、巡回中の警備員とばったり出くわしてしまった。嘉手納基地内には、米軍から雇用された地元沖縄県人の警備員が十数名勤務していた。まことを発見した年配の警備員は、日本語でまことに声を掛けて来た。

「おい、きみはここで何をしているんだね。軍の関係者とも思えないが」

　しかし動揺したまことは、無言のまま逃げ出した。ここまで来て、引き下がる訳にはいかない。何処でもいいから、兎に角基地の建物の中に逃げ込もう。

「待てーーっ」

　しかし警備員も懸命に追って来た。

「誰か、その子を捕まえてくれーーっ」

　警備員は英語で叫び、近くにいる米兵たちに協力を要請した。多くの米兵たちが直ぐに集まって来た。その中の三人が、まことの前に立ちはだかった。

　三人はいずれもまことより体格が良く、日頃の訓練で鍛えられた強靭な肉体の持ち主ばかり。これではまことに勝ち目はない。焦ったまことは苦し紛れに叫んだ。

「近寄るな」

　叫びながらまことは素早くマジソンバッグからダイナマイト三本を取り出すと、周囲の者たちを威嚇した。

「俺は、松堂かでなのことで抗議に来た。俺の望みはただひとつ。頼むから犯人の四人をここ日本に呼び戻してくれ。そして正当な日本の裁判をやってくれ」

　しかし声は上擦りダイナマイトを持つ手も震えるまことに、米兵の一人が飛び掛かった。咄嗟に身をかわしたまことはズボンのポケットからライターを取り出すと、ダイナマイトの雷管のコードにそれを近付けた。

「近寄るなと言っただろう。変なまねをしたら、本当に火を点けるぞ」

　ところがである。

　バーーン。

　何処から撃ったのか、誰が引き金を引いたのか、一発の銃弾がまこと目掛けて飛んで来た。弾はまことの心臓に命中し、まことはダイナマイトを握り締めたまま、その場に身を崩し倒れ込んだ。即死、だった。

　米軍は日本政府に対し、嘉手納基地に侵入したMakoto Sugamaと名乗る日本の少年テロリストを射殺した、と連絡した。

　一九七五年の夏の終わりのことである。
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 　かでなとまこと。

　このように純真なる沖縄の少年、少女たちの犠牲の上に、東京を始めとするヤマトの若者たちの華やかな青春、日本の経済発展は、成り立って来たのであった。


 　ではここで、国際平和委員会の計画に沿って今後起こるであろう事象について、香出菜のノートから引用してみよう。

『さて第二次世界大戦も終わり、この世界が落ち着きを取り戻す頃、しかし第三次世界大戦へと向けた我々の計画が滞ることは有り得ない。

　我等は第三次世界大戦の火種となるべき小規模なる紛争を、中近東、アフリカ、ヨーロッパ、南アメリカ……世界各地に、ばら撒いてゆくであろう。宗教の名の下に或いは民族間の対立、イデオロギーの相違、貧富の差、ｅｔｃ……、紛争のきっかけとなるものは幾つもある。なぜならどれを取ってもその根底に、人間の醜い欲望が渦巻いているからだ。

　いつの世も愚かなる奴隷どもは、我らが与えたる欲望に突き動かされ生きてゆくもの。後は少しばかりそれを刺激し、くすぐってやればよろしい。それだけで人間どもは喜んで争い合い、殺し合い、我らの計画の為に命を捧げてくれる。ただそれだけのことに過ぎない。

　二つの原爆と第二次世界大戦の敗戦とに傷付いた日本に於いても同様である。我々の計画は着実に遂行されるであろう。

　平和憲法の下、軍隊を持たない日本に於いて、警察予備隊として組織された自衛隊は、しかし実質的には軍隊と呼ぶべき程の組織へ着々と変貌を遂げる。その目的は勿論大日本帝国の復活であり、やがて世界各地の戦場へと赴く為であり、自衛隊は段階的にそのプロセスを踏んでゆくであろう。先ずは手始めに米国を中心とした環太平洋合同演習に参加する。それから国際貢献の名の下に、国連が組織する平和維持軍に積極的に参加し、世界中の紛争地域へと飛んで貰う。

　次に原子力の面ではどうか。こちらもクリーンエネルギー、原子力発電の開発の名の下に、原発建設をカモフラージュとした極秘なるプロジェクトが進行する。東海村に於ける、プルトニウムを使った核爆弾の製造がそれである。無論日本単独では無理。そこで米国による惜しみなき技術支援が為されるのだ。また核爆弾は進化を遂げ、やがて核弾頭として小型化するに至るであろう。

　では日本の外交政策、国際社会に於ける日本の役割とポジションは、如何なるものとなるであろうか。第二次世界大戦以後日本は実質的な植民地として、米国の支配下に置かれつつ経済活動に邁進してゆく訳だが、それにより、それなりの物質的繁栄を謳歌もしよう。

　だが日本国民の中には、米国支配に不満を持つ者も出てくる筈である。沖縄を始めとする米軍基地に対する不満と、それによるアメリカという国に対する反感、反発……。それらは密かに大きなうねりとなり、やがて被支配階級である一般市民のみならず、我らの傀儡である政治家、官僚連中の中にも反米の旗を翻す者も現れる。彼らは米国支配からの脱却の可能性を模索すべく、極秘の内に様々な外交活動を展開するのである。その相手国としては、二つの大国の名が挙げられる。

　ひとつは中国。そしてもうひとつはソ連……と言いたい所であるが、かの国は、我々の手によって二十一世紀を待たずして崩壊させ、ロシアとして残るのみである。中国は米国を凌ぐ軍事並びに経済大国へとのし上がってゆき、日本のパートナーとしての資格は充分であるが、如何せん日本との歴史的遺恨は深く、残念ながら友好的関係を築くには至らない。

　よって日本は、いずれ米国に代わるパートナーとして、最終的にロシアを唯一の頼みとして選択することになるであろう。

　いずれにしろ、これらのことはすべて、我々の大いなる計画、第三次世界大戦実行の為のひとつの駒であり、ひとつの過程に、過ぎないのである』
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 　そして時は二〇〇五年を迎えた。

　二十一世紀になると世界中でインターネットが発達、普及し、それまでのマスメディアに取って代わって市民の情報源となっていた。これにより世の支配層の都合のままに情報を垂れ流して来た旧来のマスコミ、即ち新聞、雑誌、ＴＶ等は淘汰されゆく運命にあった。またそれまで隠されていた情報がインターネットを通して明るみに出て、分からなかったこと、隠されていたことが、分かる時代になったとも言えるのであった。

　その一つの例として、沖縄に於ける米兵の犯罪、中でも性犯罪について、多くのサイト上でその無慈悲残虐なる実態が明らかにされた。これにより、それまでほとんど沖縄問題に関心を寄せることのなかった日本本土の多くの若者たちが、沖縄の人々、特に女性たちの置かれた苦しみ、痛みを知ることとなったのである。

　一九七五年八月、当時十六歳だった女子高校生、松堂かでながレイプされ死に至った事件と、そのかでなの無念を晴らすべくひとりぼっちで米軍基地に乗り込み、しかしテロリストとして射殺された男子高校生、洌鎌まことについても、同じ年頃の多くの若者、学生が知り、衝撃を受け、その悲劇に涙したものであった。


 　カデナ・サンモント、十六歳。

　神奈川県横須賀市に在住し、私立横須賀女学院高等学校に通う彼女もまた、その一人であった。特にひらがなとカタカナの違いはあれど同名であることから、松堂かでなに特にシンパシーを抱き、その事件には憤りを超越した怒りと悲しみそして他人事とは思えない恐怖すら覚えたのだった。何しろ自分も同じ米軍基地のある都市に住む女子高校生であり、松堂かでなに対して限りない親近感を覚えずにはいられなかった。

　このカデナ、名前からも分かるように純粋な日本人ではなく、英国人の父と日本人の母との間に生まれたハーフである。

　しかし心は誰よりも日本人。母親譲りの黒い瞳、曲がったことが大嫌いな正義感の強い少女であった。通う学校の制服を気に入っており、いつ出掛ける時もセーラー服を着用していた。

　制服はエンブレムの入った紺のブレザーと、緑と青のタータンチェックのスカートである。夏服であるセーラー服は、海の如き青を基調とした、紺のスカーフ、襟に二本の白いラインが入ったものだった。

「……まもってあげたいあなたを……」

　渡辺美里の『男の子のように』が大好きで、年がら年中朝から晩まで、この歌を口遊んでいた。

　尤もこの歌を収録したアルバムが発売されたのが一九九一年七月で、当時カデナは僅か二歳。よって元々カデナは、この歌も渡辺美里という歌手のことも何も知らなかった。つい最近、人から教えてもらったのである。その人物の名を、三上マコトと言った。


 　三上マコト、二十歳。

　マコトも横須賀市に住んではいるが、家で過ごす時間は常人に比べ圧倒的に少なかった。なぜなら彼は地元の海上自衛隊、横須賀地方総監部に属する二等海士、詰まり自衛隊の隊員だからである。


 　ではこのカデナとマコト、四歳年の離れた赤の他人のふたりが一体如何なる関係かと言えば、幼馴染みなどではなく、つい最近出会ったばかり。にも関わらずこのふたりには、二つの大きな共通点があった。それは大の米軍嫌いだということと、各々先天性のトラウマを有している、ということだった。

　先ずカデナの方から説明しよう。カデナは物心付いた時から、なぜか決まったパターンの悪夢に絶えずうなされるようになり、それが今日まで続いていた。パターンは三通りあった。

　一つ目は、どう考えても広島のリトルボーイとしか思えない原子爆弾の爆発の瞬間とその光景である。眩しい閃光と爆音、大地を揺るがす振動。そして熱と炎の中、燃え上がる都市と焼けただれ倒れゆく市民の波また波……。あたかもカデナ自身が被爆したかの如く、夢の中でもがき苦しみ、時に金縛りにも遭った。

　二つ目のパターンは、四人の米兵に襲われる悪夢であった。場所は、青く透き通った見知らぬ海の浜辺。カデナは麦藁帽子を被っていたけれど、米兵によって奪われ、引き裂かれ、海に捨てられた。カデナは必死に抵抗しようとするのだが、この時も金縛りに遭ったかの如く思うように体が動かず、米兵たちの欲望のままにされるばかりだった。この悪夢こそがカデナをして、松堂かでなに対して親近感を覚える最大の理由でもあった。

　そしてどちらにしても、ベッドの上で絶叫し激しく体をばたつかせるカデナを、母親の和貴子が揺り起こすと言うのが、サンモント家の朝の慣習となっていた。はっとして目を覚ましたカデナは、現実の中に身を置き、母親に見守られながら、それでも尚悪夢の恐ろしさに怯えているのだった。

　原爆爆発と被曝の恐怖、米兵への恐怖。特に米兵に対する嫌悪と恐怖心は病的で、横須賀の街角、雑踏の中で米兵と思わしき男を見るだけで怯えた。このことがカデナが米軍そのものを嫌う最大の理由であった。

　そして悪夢三つ目のパターンは、近未来の予知夢のようなものだった。核戦争による第三次世界大戦が勃発し、人類が今正に滅亡せんとする瞬間の映像である。核兵器の威力たるや第二次世界大戦に於けるリトルボーイなど比較にならぬ程に進歩を遂げ、ほんの一瞬で国家が一つ消滅してしまう。そんな世界の中にあって、カデナだけがただ一人生き残り、世界の終わりを目にするという夢であった。

　その夢の中でカデナはひとりぼっち。被曝の中で身悶えつつ、絶望し孤独に打ちのめされる。しかしそこへ、何処からともなくひとりの少女が現れる。わたし以外にもまだ生きていた人がいたのね。喜びとも悲しみともつかない気持ちでカデナは少女に話し掛けようとしたが、少女を見ると全身黒焦げで、どんな顔をしているのかすら、分からなかった。

　はっと驚くカデナに向かって、少女の方から語り掛けて来た。しかしその言葉は謎に満ちていた。

『どうか行方不明になった、わたしのノートを捜して下さい。そこにすべてのことは、書かれています。わたしのKADENA NOTEを捜して下さい……』

　今にも命尽きるが如き、か細い声であった。

　ノートって何のこと。すべてのこととは、何のすべて。さっぱり分からない。訝るカデナに、少女は続けた。

『すべては我々、国際平和委員会の計画である』

　すべては我々、国際平和委員会……。そしていつもここで、目が覚めるカデナであった。


 　次にマコトの方である。彼もまたカデナ同様、物心ついた頃より頻繁なる悪夢に襲われつつ今日に至っていた。また悪夢の内容は二つにパターン化されていた。

　一つは、マコトは軍服を身にまとった兵士だった。季節は夏。なのにマコトは汗まみれになりながら、見知らぬ廃墟と化した街を駆けずり回っていたのだった。なぜ街は廃墟なのか。ピカドンのせいだ、ピカドンだ、と地に倒れた人々が呻いていた。そしてマコトは自らに向かって、こう叫んでいた。それは沈痛な内なる叫びであった。

「自分は、大事な人を守って上げられなかった。原子爆弾の脅威と殺戮から、助けて上げられなかったのだ」

　その悔恨はマコトの胸を苛み続けた。はっと夢から覚めても、自責の念はマコトの胸から離れなかった。

　二つ目は、青い海が舞台だった。そこは行ったことのない場所であるにも関わらず、マコトはなぜか懐かしく思えてならなかった。ところがその青く美しい海辺に於いて、マコトが目にするものはそれは悲惨極まりなきものだった。ひとりの少女が、四人の米兵によってレイプされていたのである。しかもマコトは、その少女に見覚えがある気がしてならなかった。マコトは少女を助けなければと思ったが、体が金縛りに遭ったように動かなかった。従ってこの夢の中でもマコトは、涙ながらにこう叫ぶしかなかった。

「ぼくは、大事な人を守って上げられなかった。米兵と米軍から、守って上げられなかったのだ」

　そしてこの夢をして、マコトを大の米軍嫌いにさせた。多くの友人、知人がアメリカに憧れる中、米軍のみならず、アメリカという国すらも毛嫌いした。それはもう生理的と言っても過言ではない程の拒絶反応で、横須賀の街角で見掛ける米兵を憎悪し、更には殺意すらも抱く程だった。

　県立横須賀高等学校の普通科を卒業した後、親が切望する大学進学を蹴って、自ら志願し地元横須賀の海上自衛隊に入隊したのも、その為であった。横須賀地方総監部は地理的に米軍基地とは目と鼻の先だし、それに米軍との合同演習だってある。と言うことは米兵と遭遇する機会も多く、従って何かあれば憎っくき米兵に一泡吹かしてやれるかも知れない。そんなことを密かに望んでいるマコトだった。また、ちょっかいを出す米兵から日本人特に少女、女性を守りたいとも願っていた。
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 　二〇〇五年六月

　そんな似た者同士のカデナとマコトが出会ったことは、或る意味必然だったとも言えるし、運命の悪戯と言えなくもなかった。そしてふたりは六月初め、詰まり初夏の晴れた日の午後に出会った。

　出会いの場所は、マコトが所属する海上自衛隊、横須賀地方総監部と、世界最強と言われる第七艦隊を有する横須賀米軍基地とが隣接する、横須賀本港沿いのヴェルニー公園であった。

　その時カデナはＪＲ横須賀線を横須賀駅で下車した後、ヴェルニー公園の港に面した通りをひとりで歩いていた。ダイエーのあるショッパーズプラザ横須賀へと向かっていたのである。カデナの頭には、麦藁帽子。いつ頃からかカデナは、例年夏になると必ず麦藁帽子を被るようになっていた。麦藁帽子には、向日葵の飾りが付いていた。

　海沿いである故、公園には絶えず潮風が吹き荒れた。この日もそうで、風にさらわれないようしっかりと片手で麦藁帽子を押さえながら、カデナは歩いていた。ところが突如彼女の携帯電話の着信音が鳴った。

　それに気を取られたカデナは、思わず麦藁帽子から手を離してしまった。着信画面を見ると、クラスメイトの石崎マリアから。電話に出なきゃと思った次の瞬間、突風がカデナの麦藁帽子をさらっていった。

　あ、しまった。待ってーーっ。

　マリアへの応答も忘れ、カデナは麦藁帽子を夢中で追い掛けた。その時潮風の方向は、海から陸へ。従って幸い海に落下する恐れはなかったが、潮風は遠慮なくどんどん遠くへ飛ばしていった。

　必死で追い掛けているうちに、潮風は弱まり、カデナの麦藁帽子は公園内の通行人、ひとりの青年の足元にひらひらと落ちていった。

　やった、ラッキー。

　カデナは息を切らしつつ、そこへ急いだ。

　一方青年の方は吃驚しながら、落ちて来た麦藁帽子を拾い上げた。その青年は、白い詰襟の海上自衛隊の制服に身を包んでいた。彼こそが、マコトだったのである。

　近付いて来るカデナの足音に気付いて、マコトはさっと振り向いた。マコトに追い付いたカデナは息を切らしながら、マコトの目の前で足を止めた。

「すいませーーん」

「これ、きみのですか」

「はい」

　こうして麦藁帽子は、マコトからカデナの手に戻った。

「ありがとうございます」

　にっこり微笑むカデナに、マコトはどきどき。相手はセーラー服の女子高生、しかも美少女。その眩しさに、マコトはくらーっと眩暈がする程だった。カデナはカデナで、制服姿のマコトの凛々しさに、思わず胸がときめいた。ふたりの視線は重なり、互いの頬は紅潮し合った。

　どきどき、どきどきっ……。高鳴り合う鼓動の中で、ふたりは互いに立ち去り難い思いに駆られた。このまま離れたら、もう二度と会えなくなる、そんな気がして。気付いたらマコトは、カデナに話し掛けていた。

「横須賀女学院でしょ」

「えっ、そうですけど」

「妹が来年、受験するつもりなんです」

「あっ、そうなんですか」

　カデナはマコトをじっと見詰めながら、答えた。

「もしかして、米軍関係の人」

　日本人離れしたカデナの容姿に、マコトは不安げに尋ねた。しかしカデナは、激しくかぶりを振った。

「違います。全然関係ないです、わたし」

　ふう、良かった。胸を撫で下ろしたマコトは、つい余計な一言を加えた。

「米兵には気を付けて下さいね。あいつら、女の子には、何するか分かったもんじゃないですから」

「はい、いつも気を付けてまーす」

　答えながらカデナは、マコトに親近感を覚えずにはいられなかった。もしかしてこの人も、米軍のこと嫌いだったりして……。

「自衛隊って大変そうですね。でも、制服格好いい」

　格好いい。マコトはますます頬を赤らめた。

「いいえ。あなたこそ、セーラー服似合ってますよ」

　こうして初対面ながら会話が弾んだふたりは、次に会う約束を交わした。
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 「マコトって、カタカナなんだ。珍しいね」

「おふくろが、百合って言うんだけど、アメリカかぶれのミーハーでさ。若い頃は米兵のケツじゃない。失礼、お尻ばっか、追い掛けてたらしい」

「えっ。やだあ、信じらんない」

　約束を守ってヴェルニー公園で再会を果たしたカデナとマコト。ふたりはお互いの家族のことなど語り合った。

「でもどういう訳か最終的には日本人、詰まり俺の親父、三上哲雄ってしけた男で落ち着いちゃったんだけどね」

「そっか。それはそれは良かった」

「でも俺なんか、まだマコトだから良いけどさ。妹なんか、カレンだよ」

「かれん。へえ、凄い。カタカナ」

「勿論そう、三上カレン。もう完璧、外人しちゃってるよね」

　今度はカデナの家、サンモント家の話である。

「パパは、ジェームズ・サンモント。英国人の商社マンなの。いつも早朝からせっせと、六本木まで通勤してるわ」

「六本木。へえ、かっくいい。でも本当に米軍とは関係ないの」

「うん、それは絶対間違いない。わたしちゃんとパパに確かめたから」

　英国人なら、確かに関係ないかも。でも戦時中は、鬼畜米英なんて言ってたらしいから……。マコトは米軍絡みで、あれこれと思いを巡らせた。

「ママはね、和貴子・サンモント。元々パパのオフィスで働いていたの。だから英語はペラペラ。でも同じ日本人女性として、沖縄や米兵たちの性犯罪には凄い関心持ってるし、胸も痛めてる。わたしの良き人生の相談相手なの」

「人生の相談相手かあ。いいなあ、羨ましい。それに比べて俺のおふくろときたらミーハーだからなあ。沖縄とか基地の問題なんて、まったく眼中になし。一日中ＴＶばっか見てるよ」

　母百合の姿を思い出し、マコトは苦笑い。カデナはサンモント家の話を続けた。

「実はもう一人、お祖父ちゃんがいるの」

「英国人の」

「うん。ローレンス・サンモントって言うの。アラビアのローレンスのローレンス」

「かっくいい」

「でももう七十過ぎてて、よぼよぼだよ。ちょっと変わってるって言うか、いつも自分の部屋に閉じこもりっぱなしなの」

「引きこもりってやつ」

「まあね。だから滅多に顔合わせないし、小さい時からわたし、ほとんど喋ったこともない」

「へえ、孤独が好きな人なのかなあ」

「そうかもね」

　そう言う訳で同居人でありながら、カデナは普段ローレンスの存在をほとんど忘れて過ごしていた。


 　こうして十六歳のカデナと二十歳のマコトの交際はスタートした。

　六月の中旬、しかしマコトには自衛隊の任務があった。護衛艦による航海で、その間ふたりは会えなかった。

　その任務からマコトが帰還したのは、六月の下旬だった。陸に上がったマコトは、真っ先にカデナとデートした。場所は今迄同様、ヴェルニー公園。開口一番、マコトはカデナに質問した。

「実は黙ってたけど、こないだ乗った護衛艦の名前、何だと思う」

「えっ、分かんない、そんなの。だって行き成り言われても、護衛艦の名前なんて全然興味ないし」

　そりゃ、そうだ。ため息の後、マコトは答えを告げた。

「かでな」

「えっ」

「だから、護衛艦の名前。かでな、って言うんだ」

「えっ、本当。すごーい。どんな字」

「ひらがな」

「おっしい。カタカナだったらなあ」

「自衛隊の戦艦の名前に、カタカナなんてないんだよ」

「そうなんだ。そう言えば三笠公園の三笠も『さかみ』って書いてあるしね」

「さかみ。ああ、みかさ、ね」

　三笠公園かあ、次のデートにいいかも。カデナとマコトは、殆ど同時に同じことを考えた。

「三笠の中、入ったことある」

「ううん、ない」

「じゃ、今度入ってみない。俺、案内するから」

「本当。じゃ行こう行こう。でも、そのかでなで何処まで行って来たの。海外」

「ううん、国内。茨城県の東海村ってとこ……」

　ここまで口を滑らせたところで、マコトは慌てて手で自分の口を塞いだ。

「どうしたの」

「やばい」

　恐る恐る周囲を見回した後、マコトは囁くように続けた。

「今の、国家機密だった。お願いだから、何にも聞かなかったことにしてくれる」

　合掌して頭を下げるマコトが可笑しくて、カデナは笑って頷いた。

「分かった、分かった。大丈夫、わたし、なーんにも聴こえなかったから」


 　ヴェルニー公園を出たふたりは、いつものダイエーには寄らず、たまには場所を変えようよと横須賀中央駅前にあるモアーズシティへと向かった。その途中ドブ板通りを歩いていた時、カデナは少し前を歩くクラスメイトの石崎マリア、親友とも言える友だちに気付いた。しかし声を掛けようとしたけれど、直前で止めた。なぜならマリアには連れがいた。しかもその相手が、カデナの大嫌いな米兵だったからである。マリアは人波の中を長身の米兵と腕を組み、いちゃいちゃじゃれ付きながら歩いていた。

　そんなマリアが、カデナにはショックでならなかった。何よ、マリアったら、だらしない。しかもあんな米兵なんかと付き合っていたなんて。ひどーい、許せなーーい。カデナはマリアに裏切られたような心境だった。

「どうしたの。そんなふくれっ面して」

　立ち止まったカデナを心配して、マコトが声を掛けた。

「あっ、何でもない、何でもない。気にしないで」

　カデナはかぶりを振り、マリアたちの姿が遠く人波の中に消えてゆくのを確かめると、マコトの許へ駆け寄った。

　翌日学校でカデナはマリアに、米兵と付き合っているのか問い質した。

「えっ、ばれちゃった。ごめーーん、カデナ」

「ごめんじゃないわよ、マリア。どういうつもり、まったく」

「だって、デイヴってカッコいいし、すっごく優しいの」

「でも米兵でしょ」

「だから、同じ米兵でもデイヴは良い人なんだって。カデナが考えてるみたいな、そんな酷い人間じゃないから」

「あっそう、じゃ分かったわ。あんたの好きにして。その代わり、あんたとわたしの仲は今日でお終い」

「えっ、どういうこと」

「だから、あんたとは絶交ってこと。じゃね、さようなら」

　こうしてカデナは、マリアとの交友を一切絶ってしまった。それ程までに米兵が大嫌いなカデナだった。
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 　月が替わって七月。梅雨も明け、カデナとマコトの街、横須賀にも本格的な夏が訪れ、日々猛暑が続いた。

　土曜日の午後、カデナとマコトは先月の約束通り、三笠公園へと出掛けた。ＪＲ横須賀駅から歩いても行けない距離ではなかったが、兎に角暑い。そこでふたりは、バスで移動することにした。三笠公園に行くには、観音崎行きのバスに乗らなければならない。

　ふたりは、ＪＲ横須賀駅前のバスターミナルの三番乗り場に向かった。そこのベンチには老人たちが腰を下ろしていたから、カデナとマコトは乗り場から少し離れた日陰に立って、バスを待った。

　取り止めのない会話が途絶え、横須賀湾の潮風に吹かれながら、マコトは歌を口遊んだ。カデナには聴き覚えのない歌だった。

「ひとりの部屋、掌の……」

　マコトがその歌を歌い終わるまで、カデナは黙って聴いていた。

「いい歌だね、誰の曲」

「渡辺美里の」

「うん」

「知ってる、渡辺美里」

「知らない」

　カデナはかぶりを振った。

「だよね、俺だって知らなかったもん。自衛隊の先輩に教えてもらったんだ」

「そうなんだ」

「今の曲は『男の子のように』」

「『男の子のように』。ねえ、もう一回歌って」

「いいよ。じゃ、教えたげようか」

「うん」

　こうしてカデナは、この歌を覚えた。

　『男の子のように』を歌うふたりの前に、遂にバスがやって来た。バスに乗り込み、しばし揺られ、ふたりは三笠公園の最寄りの大滝町停留所で下車した。

　そこから歩くこと十分足らず。三笠公園の敷地内に入ったふたりを、渋いグレーの衣をまとった戦艦三笠が迎えた。と言っても今は改造され牙を抜かれた野獣の如く、戦闘機能を失ったお飾りの記念艦として、海上ではなく陸上に浮かんでいた。その姿は若いふたりの目から見ても、哀愁を帯びていた。それに現在主砲の改造工事が夜間行われていて、艦橋を始め一部立ち入り禁止の規制がなされていた。

　早速入場券を購入し、マコトの案内で艦内の見学コースを巡った。資料展示室、通信室、上映室、長官室……。そして甲板に出て目の前に広がる眩しい青い空と海を見た時、突如カデナは眩暈を覚えた。ふらっとして咄嗟に、マコトの腕に寄り掛かった。その時カデナの脳裏に、悪夢の情景が襲い掛かった。三番目の悪夢即ち第三次世界大戦の核戦争による、人類滅亡の風景……。

「カデナさん、大丈夫。しっかりして」

　悪夢に怯えるカデナを心配して、マコトが囁くように声を掛けた。はっとしてカデナは正気を取り戻した。

「ごめんね」

　カデナは直ぐに、マコトの腕から離れた。

「もう大丈夫。ちょっと眩暈がしただけだから」

「艦内から急に外に出て、眩しい太陽の光を浴びたからかな」

「うん、そうかも知んない」

　頷いた後、カデナはこう切り出した。

「実はね、わたし。小さい時からずっと、変な夢ばっか見るの」

「変な夢」

　どきっとしたマコトは、カデナをじっと見詰めた。

「そう、悪夢ってやつ」

　悪夢……。

「それ、一緒」

「何が」

「だから、俺も見んの。その、悪夢ってやつ」

「ええっ、マコトちゃんも」

「うん。俺も小さい時からずっと、悪夢にうなされっぱなしなんだ」

「ええっ。じゃわたしたち、おんなじじゃない」

　カデナもまた吃驚。ふたりはしばし、じっと見詰め合わずにはいられなかった。

　その後三笠公園を後にしたふたりは、道々互いの悪夢について、猛暑も忘れ熱く語り合った。夏の昼下がり、つくつく法師が鳴き、レストランからカレーの匂いが漂い、何処かで夏祭りの太鼓練習の音がしていた。

　カデナは悪夢の話の最後に、三番目の悪夢の中に現れる少女のことをマコトに話した。

「その子がね、わたしに向かってこう訴えるの。どうか行方不明になった、わたしのノートを捜して下さい。そこにすべてのことは、書かれています。わたしのカデナノートを捜して下さい……って」

「カデナノート。何、それ。そんなのあんの」

「わかんない。夢の中の事だし」

　しかし二人が最も関心を抱いたのは、何と言っても海辺でカデナ或いは少女が米兵に襲われる二番目の悪夢であった。マコトは不安がるカデナに、力強く誓った。

「もしもそんなことがきみの身に起こりそうになったら、俺が絶対守るから」

「ほんと、嬉しい。ありがとう、マコトちゃん」

　そして初めてのことだったが、若いふたりは汗ばむ手と手を握り合った。どきどき、どきどきっ……。互いの鼓動と鼓動とが重なり合って、ひとつになるようだった。

「でも、あんまり無理しなくていいよ、マコトちゃん。米兵ってやっぱり強そうだし……」







(三・五)国際平和委員会







(三・五)国際平和委員会


 　ではここで、第三次世界大戦に向けた国際平和委員会の計画に沿って起こった、二〇〇五年までの事象をKADENA NOTEから引用してみよう。

『さて、第三次世界大戦プランにおいて重要な役目を担ういとしき小国日本は、二十一世紀に突入するや、活発なる動きを見せ始める。

　先ず自衛隊であるが、本組織は本来の姿を現すこととなろう。即ち軍隊的能力の復活である。そして国連、その他国際的平和維持或いは平和貢献(皮肉にもどちらのキーワードも平和という語を有しているが)、これら平和の名の下に、自衛隊を海外へと活発に派遣させる。

　その過程及びその結果として自衛隊は外国の軍隊と戦火を交えることとなり、結果、海外のテロリズム国家から狙われることになろう。そうなれば自衛隊としても、対抗手段として弥が上にも軍事力を強化せざるを得なくなる。その足かせとなる憲法は、徐々にされど次々と改正され、日本並びに自衛隊は、第三次世界大戦へと通じる『いつか来た道』へと歩み出してゆくのである。

　次に原子力である。東海村に於いて、表向き原子力発電開発の名の下に進められた極秘プロジェクトがいよいよ完結する。即ちプルトニウム核爆弾が完成するのである。但し無論これは、日本単独では成し得ない。なぜなら第二次世界大戦終戦の過程で、日本は核兵器開発技術を壊滅させられたからである。そこで米国がこれに協力する。完成した核爆弾は『八月の少年』、英名でオーガストボーイと付される。

　しかし我々はこのオーガストボーイの標的を、他でもない産みの親である米国具体的には横須賀の米軍基地とするつもりであり、この作戦のキーワードは、mikasaである。

　自衛隊の実質的軍隊化を成し遂げ、オーガストボーイを手に入れた日本には、大胆な外交政策の転換を図ってもらうことになる。具体的には米国に替わる大国と秘密協定を結び、米国の敵対勢力となってもらうのである。これにて第二次世界大戦終戦より続いた米国の日本支配は終焉を告げる訳だが、喜んでばかりもいられない。なぜなら替わって新しいパートナーとなった別の大国が、引き続き日本を支配することになるからである。そしてその国とは、ロシアである。表向きは北方領土返還の合意による平和協定の名の下に、あくまでも米国には悟られぬように……。

　こうして我々の第三次世界大戦に向けた計画は、沈黙の中に粛々と進められてゆくのである』

　そして世界は、KADENA NOTEの通りに進んでゆくのだった。事実本年二〇〇五年一月、突如日本とロシアに於いて北方領土問題解決に向けた協議が持たれ、ロシアの大幅な譲歩によって遂に、電撃的な合意に至ったのである。二国は直ちに平和協定を結び、北方領土四島は日本へ返還されることとなった。本件は寝耳に水の米国は勿論、世界中を驚かせた。

　このように、現実がKADENA NOTEに追随した。だからと言ってKADENA NOTEは予言の書という訳では決してなく、あくまでも国際平和委員会の計画書なのである。







(三・六)よこすか開国祭







(三・六)よこすか開国祭


 　その国際平和委員会であるが、委員会の会合(勿論、極秘会議である)の場所について第二次世界大戦終戦から二十世紀の間は、米国はニューヨークにある国連本部で行って来た。しかし二十一世紀になるや、突如その場所を移した。

　新たな国際平和委員会の会合場所とは、日本は神奈川県の横須賀市にある三笠公園内の記念艦、即ち三笠の艦内であった。では三笠の何処かと言えば、国際平和委員会の絶大なる力を行使して上映室の裏側に極秘で改造し設置した、常人立ち入り禁止の会議室であった。世界の大国、英国、米国、ロシア、中国、フランス、ドイツ……にいる委員会の主要メンバーは、空路を使って一旦横須賀の米軍基地に降り立ち、そこから三笠へと足を向けていたのだった。


 　こうして三笠の中のその秘密の会議室にて、全世界に影響を与える重要事項が次々と決められていった。そのひとつが東海村で完成したプルトニウム核爆弾、オーガストボーイの扱いであった。

　先ずオーガストボーイを二〇〇五年八月より以前、具体的には六月中旬に、ここ三笠に移す。オーガストボーイは核弾頭として製造された小型爆弾であるから、円周十五センチ、二十キログラムの重量である。従って物として見れば大した荷物ではないが、何しろ核兵器である。輸送には注意を払い慎重に、かつ厳戒態勢で国家機密として秘密裏に臨まねばならないのは、言うまでもない。

　そこでこの重要かつ危険極まりない輸送の任務に抜擢されたのが、我らが横須賀の海上自衛隊だった。輸送には、護衛艦『かでな』が使われた。但し自衛隊メンバーにはたとえ幹部にすら、誰一人として自分たちが運ぶ物が核爆弾であるなどとは知らされていなかった。ただ国家にとって重要かつ危険な兵器であるという認識を、持たされただけである。

　同時にこれまた秘密裏に、二〇〇五年七月末を期限として三笠の改造工事を行うことにした。如何なる改造かと言えば三笠の艦砲から、あのオーガストボーイを発射出来るようにするというもの。詰まり記念艦である三笠の現在の艦砲は、実際には弾を発射出来ないようコンクリート製のレプリカにしてあるのだが、これを復元させようというのである。三笠の艦砲は主砲と副砲とが有り、このうち主砲を復元させ、主砲からオーガストボーイを発射させ、砲撃可能とする。

　しかしそんな大胆な改造など行えば、直ぐにばれてしまう。それになぜ今更そんなことが必要なのかと、専門家は勿論一般市民層にまで怪しまれるであろう。そこで国際平和委員会は横須賀市役所に手を回し、次のような尤もらしい理由を世間的に広報、周知させ、それから改造工事に着手した。

　横須賀市民の皆さん、この工事は花火大会の為なんですよ。三笠の艦砲から打ち上げるのは、弾は弾でも花火の弾なんです。ですからご安心下さい……。

　すると市民の反応は悪くなかった。ほう、三笠から花火ねえ。役所もたまには粋なことをするもんだ。今年の花火大会は、例年にもまして大いに盛り上がりそうですなあ。いやあ、今から楽しみ、楽しみ……。


 　その花火大会であるが、横須賀市ではペリー来航百五十周年を迎えた二〇〇三年より、八月の初めに『よこすか開国祭』なるものを催していた。その一環として花火大会を行い、毎年一万発の花火を打ち上げているのだった。

　本年二〇〇五年は、八月六日(土)と八月七日(日)の両日を予定しており、花火大会は当初八月七日の午後七時三十分より行い、一万発を打ち上げる予定だった。ところが急きょこれに加えて八月六日午後八時より、花火一千発を三笠から打ち上げることが決まった。横須賀市役所は、新聞、ＴＶ、ネットを通じて、全国津々浦々にこれを告知した。

　そして三笠の艦砲を操作して一千発の花火を打ち上げる役目を仰せ付かったのが、これまた他でもない横須賀の海上自衛隊だったのである。この命を受け横須賀地方総監部は、護衛艦『かでな』による東海村から三笠への兵器輸送の任務完了後、三笠の花火係の人選を行った。







(三・七)観音崎行きバス







(三・七)観音崎行きバス


 　二〇〇五年八月五日

「カデナさん、俺大変なことになっちゃった」

　眩しい八月の陽が、部屋の窓から差し込んでいた。この日は金曜日で、午前中自宅にいたカデナの携帯に、マコトから着信が入った。

「何。どうしたの、大変なことって」

「それがさ、俺、選ばれちゃったんだ」

「何に」

「だから。明日の三笠の、花火の打ち上げ」

「えっ、どういうこと」

「だから、花火打ち上げんのに、三笠の艦砲の発射ボタンを押す、その役」

「えっ、ほんと」

「まじ」

「凄ーい」

「そうかな」

「そーだよ」

　照れるマコトに対して、カデナはもう大はしゃぎ。

「でも、何でマコトちゃんが選ばれたわけ」

「分かんない。どうせ上のやつらが超てきとうに、あみだくじか何かで決めたんじゃないの」

「でも兎に角、良かったじゃない。なんかカッコ良さそうだし。頑張って、マコトちゃん」

　カデナの声援にも関わらず、マコトはため息。大舞台への緊張で、憂鬱気味だった。

「そこでさ。下見に、これから三笠公園に行かない」

　マコトは本番を明日に控え、今日は海上自衛隊の勤務は休暇を取っていた。

「えっ。うん、いいよ。行こ、行こ」

　カデナは快諾し、自宅で和貴子とランチを食した後、颯爽とデートに出掛けた。


 　いつものようにカデナはセーラー服、マコトは海上自衛隊の制服。ふたりはＪＲ横須賀駅前で待ち合わせした後、前回同様バスで目的地へと向かうことにした。三笠公園でのデートは、これが二回目だった。

　夏真っ盛り。ぎらぎらと照り付ける陽射しの下、ふたりは三番乗り場の停留所の日陰になったベンチに腰を下ろした。今日は他に観音崎行きのバスを待つ客はいなかったから。

　若いふたりの頬に、穏やかな風が吹いていた。この時間帯、バスは約二十分間隔で運行している。

「……まもってあげたいあなたを……」

　バスを待つ間、カデナは風に長い髪を揺らしながら、マコトから教えてもらった『男の子のように』を幾度となく口遊んだ。

「相当気に入ってくれたみたいだね、その曲」

「うん。わたしこの曲、大好き。今度思い切って、髪ショートにしちゃおうかな」

「えっ、まじで」

　ロングヘアのカデナしかイメージ出来ないマコトは、吃驚。でも気を取り直して、カデナに笑みを送った。

「うん、いいかもね。案外似合ってたりして」

「そうかな。じゃ期待にお応えして、明日の朝早速、美容院に行って来る」

「え、そんなに急に……」

　笑い合うふたりの間を、潮風が駆け抜けてゆく。

　バスは遅れているのか、予定時刻を過ぎてもまだ来なかった。ふたりは見慣れた横須賀湾の海を眺めながら、眩しい光と風の中でバスを待っていた。このままずっと、いつまでも待っていられると思える程に、それは穏やかな午後だった。ふたりでいることは、ふたりにとってそして何よりの幸いであった。

　そんなふたりの停留所のベンチの前に、遂にバスがやって来た。乗車すると、ふたりの他に客はいなかった。それでもバスは遅れて来た為、カデナとマコトを乗せるや排気ガスを撒き散らしエンジンを唸らせながらさっさと発車した。

　エアコンの効いた車内で、ふたりの汗は直ぐに引いた。ふたりだけのバスは貸し切り状態。カデナとマコトは最後尾の五人掛けシートの両端にそれぞれ坐り、窓ガラスに顔を当てた。

　駅前を出発したバスは、しばしヴェルニー公園の横を海を眺めながら走った。ふたりはどちらともなく、窓を開けた。但し全開すると風が強過ぎるから、半分だけにとどめて。それでも潮風は気持ち良かった。空は青く、その空を映した海もまた透き通る程に青かった。真夏、正に八月の空と海だった。波が煌めき、水平線は遥か彼方。カモメが飛び交い、ウミネコの鳴く声が寂しげに耳に木霊する。

　しかしあっという間に海は車窓から消え去り、風景は横須賀は中央街の街並みへと移った。

　二分後、バスは汐留停留所で停まった。老人たちが数名乗り込んで来た為、カデナとマコトはさっさと窓を閉めて二人掛けシートに移動し、並んで坐った。前方のシートに腰掛けた老人たちの他愛無い世間話と談笑が聴こえる。バスは動き出し、市のメイン道路へと進んだ。人と商店街と車しか見えず、窓を開けても排気ガスの臭いばかり。我慢しながら、カデナとマコトは通過する街のノイズに耳を傾けた。

　二分も経ずしてバスは、本町一丁目の停留所で停まった。反対車線は渋滞していたが、カデナたちの進む方向は空いていた。商店街で買い物を済ませた老人たちがどどっと乗り込んで、バスのシートは一挙に埋まった。次で下車するカデナとマコトは席を譲って、吊り革にぶら下がった。

「ありがと。いいね、若い人は元気で」

　老婆にお礼を言われ、照れまくるふたり。

「何処まで行くの、あんたたち」

「三笠公園です」

　マコトが愛想良く答えた。そうこうしている間に、バスは三笠公園最寄りの大滝町の停留所に到着した。

「楽しんでらっしゃい」

「行ってきまーす」

　手を振る老婆にふたりは元気に答え、バスを降りた。

　バスが立ち去るや否や、カデナとマコトを猛暑が襲った。耳には激しい蝉時雨の交響楽。晴れ渡った八月の道をふたりはとぼとぼとぼとぼ、汗を拭いながら三笠公園へと歩いた。







(三・八)mikasaとローレンス







(三・八)mikasaとローレンス


 　三笠公園に着いたら、先ずは自販機のペットボトルの水でふたりは喉を潤した。それから艦内に乗り込む前に、改めて堂々たる三笠の姿を眺めた。眼前で見る全長百三十メートル以上の巨艦、及び全長二十メートルの主砲の迫力に圧倒され、マコトは武者震い。当然ながら、予定していた主砲の改造工事は完了済みである。

「こんなのマコトちゃんが操作すんの、大丈夫かなあ」

　隣りで心配するカデナに、しかしマコトは精一杯の強がりで、余裕の笑みを浮かべてみせた。

「大丈夫、大丈夫。だって俺ひとりじゃないし。発射ボタンを押すのは確かに俺だけど、隣りに上官の斉藤さんが付いていてくれるから」

「なあんだ、じゃ安心ね」

「でもね、今迄コンクリートの贋物だったのを、急きょ花火大会の打ち上げの為に改造したじゃない」

「うん」

「でもさ、それの試運転ていうか、まだ一度も動作テストはしてないんだよ」

「何、それ」

「だから、明日ぶっつけ本番でやるってこと」

「ええっ、うっそーーっ。大丈夫なの、そんなんで」

「大丈夫なわけ、ないじゃん。三笠もぶっつけ本番、俺もぶっつけ本番って、しくじったら洒落なんないよ」

「うわあ、大変そう。他人事ながら、同情しちゃうな、マコトちゃん。でもまあ兎に角、大砲の操縦室に行ってみようよ」

　カデナに促され、ふたりは三笠の艦橋へと向かった。ところがマコトの考えは甘かった。確かに前回七月に訪れた時は、主砲の改造工事の関係で艦橋は立ち入り禁止だった。しかしその工事は既に終わっている。にも関わらず本日も立ち入り規制は継続されており、マコトたちは警備員によって入場を拒まれてしまった。マコトが海上自衛隊の制服を着用していても、警備員は首を縦には振らなかった。

　ふたりは潔く諦め、前回同様艦内の見学コースを一通り巡った後、甲板に出た。ところがである。そこから三笠公園の敷地を見下ろしたその時、カデナはひとりの奇妙な男の姿を目にした。どう奇妙かと言えばその男、顔を隠すようにサングラスにマスク、緑と紺のタータンチェックのハンティングハットを被っていたが、更に八月だと言うのにグレーのコートを羽織っていたのである。

　あれっ、何、あの人。なんか変なの。でも、もしかしてあの人……。

　その男は長身でスリム、そしてどう見ても英国紳士風の老人であった。その為咄嗟にカデナは、相手が自分の祖父ローレンス・サンモントではないかと訝った。

　でももしおじいちゃんだったら、こんな所で、しかもあんな恰好で一体何しているんだろう。暑くないのかなあ。

　どうしても気になったカデナは、マコトと会話を続けながらも、その男の行方を目で追った。相手の方はと言えば、そんなカデナには一向に気付かず、目撃されているとも知らずに、三笠の艦内へさっさと入り、カデナの視界から消え去った。

　あーあ、行っちゃった。

「さっきから、どうしたの」

「えっ」

　落ち着かないカデナの様子に、マコトが尋ねた。ローレンスらしき男への、カデナの関心はそこで途切れた。

「ううん、何でもない」

　我に返ったカデナは、マコトと共に甲板を下り、三笠から外へ出た。

「ふーっ、あっちい」

「わたしも」

　ペットボトルの水を一気に飲み干すと、マコトが告げた。

「俺、もう明日のことで頭が一杯。今日はさっさと帰って寝るよ」

「そうだね、その方がいいかも」

「今日は付き合ってくれて、ありがと」

「うん、こっちこそ」

「明日、絶対見に来てよ」

「行く行く。死んでも行くから心配しないで」

　どきっ、死んでもって……。カデナは自分が発した言葉に、言いようのない不安を覚えた。不安と言うか、恐怖にも近かった。明日、何か悪いことが起こりそう。急にそんな気がして来てならなかった。でも明日、どんなことが。カデナは目の前の三笠を見上げた。三笠、明日、花火の打ち上げ、マコトが発射ボタンを押す、発射ボタンを……。

　もしかして、明日マコトの身に、わたしの大事なこの人に、そしてこの三笠に、何か大変な事が起こるんじゃないかしら。そんな胸騒ぎがしてならないカデナ。脳裏にそして、いつもの悪夢のひとつが駆け巡った。それは第三次世界大戦の悪夢であった。ふとさっきのローレンスらしき男のことが甦った。やっぱりあの人、おじいちゃんだわ、きっと。でもこんなとこに、何しに来たのかしら、おじいちゃん……。

「カデナさん、どうしたの。顔色悪いよ。なんか心配で、このままじゃ俺、帰れないよ」

「ごめん、ごめん。マコトちゃんの晴れ舞台だから、わたしまで緊張しちゃって」

　カデナは無理に微笑んでみせた。

「なーんだ。でも良かった」

「マコトちゃんこそ、明日気を付けてね」

「うん。俺なら大丈夫」

　マコトは元気に笑ってみせたけれど、カデナの不安は少しも解消などされない。でもマコトに心配掛けちゃ、だめ。でも、もしわたしの予感が当たったら、そしたら、もしかしてもう、マコトと会えなくなるかも知れない……。嫌だ、そんなの絶対、いや。

「ね、指切りしよ」

「え」

　突然小指を差し出すカデナに、マコトは戸惑った。

「指切りって、何の指切り」

「だから。明日も、そしてこれからもずっと、マコトちゃんとわたしが会えますようにって」

「カデナさん……。分かった」

　マコトは頷き、カデナの小指に自分のそれを絡めた。カデナの小指は白く繊細で、ちょっと力を加えたら、爪楊枝のように折れてしまいそうな気がした。どきどき、どきどきっ……。小指を通して、若いふたりの鼓動が通い合う。見詰め合うふたり。マコトの指の温もりが、カデナの不安を払うように、カデナの心を包み込んでいた。

「ありがとう、マコトちゃん」

　薄っすらと、カデナの目に涙が滲んでいた。

「カデナさん……、カデナ」

　マコトはつい衝動を抑え切れず、カデナの唇に自分の唇を押し当てた。けれど直ぐに離した。ほんの一瞬の出来事だった。

「ごめん、カデナさん」

「いいの、謝らなくて。ありがとう、マコトちゃん」

　そしてふたりの小指は離れた。大丈夫。絶対に、大丈夫だよ。わたしのマコトに、変な事なんて起こんないから……。マコトに向かって微笑みながら、カデナは自分の胸に何度も何度も言い聞かせていた。


 　立ち去るマコトの背中に手を振って見送ると、カデナはひとり、ここ三笠公園に残った。どうしてもあのローレンスらしき男のことが気になって、仕方がなかったからである。

　でも、どうしよう。あの人まだ、ここにいるのかな、まだ三笠の中に。せめておじいちゃんかどうかだけでも、確かめたい。それにもし本当におじいちゃんだったら、なぜこんな所に来たのか、そのわけを知りたい。意外におじいちゃん、軍艦マニアだったりして。大和とか武蔵とか島風とか……。まさか、でもこれが切っ掛けで、おじいちゃんと仲良くなれたりして。

　期待と不安を混ぜながら、カデナは再び三笠の中に足を踏み入れた。マコトのお陰で、もう艦内の構造はだいたい分かっている。カデナはゆっくりと順番に中を巡った。そして上映室に一歩入ったところで、カデナは遂にさっきの人物の背中を発見したのである。

　あっ、いた。緊張の汗が、カデナの額に滲んだ。すらりと背の高いその男は、上映室の奥でひとり立ち止まっていた。まだカデナの存在には気付いていない様子。カデナは見学客を装いながら、男の背後へと静かに近付いていった。

　男は上映室内に幾つかあるドアのひとつの前に、突っ立っていた。しかしそのドアと男の間には、『関係者以外、立ち入り禁止』の文字が日本語、英語、中国語、韓国語で記された立て看板が置かれ、外部者による中への侵入並びにドアへのタッチを阻止されていた。それはカデナとマコトが前回七月にここに訪れた時も、同じだった。

　ところがである。男はカデナの足音や気配など気にも掛けず、そのドアの取っ手に手を掛け素早くドアを開けると、そのまま中に入っていった。後には閉ざされたそのドアと、カデナだけが残された。

　あれっ、入っていっちゃった。ってことは今の人、関係者ってこと三笠公園の。じゃ、おじいちゃんじゃなかったのかな。疑問符を抱きつつも、カデナは諦めた。ま、いっか。もし家でおじいちゃんに会ったら、確かめてみよっと。
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(三・九)突然の家族旅行


 　ところが帰宅したカデナを、母和貴子が待ち構えていた。

「ただいま」

「お帰りなさい、カデナ。ずっと待ってたのよ、あなたを」

「えっ何、ママ。どうしたの、珍しい」

「実はね、カデナ」

　いつもはのんびりとしている和貴子が、今日に限って妙にそわそわしていた。

「何よ、ママ。嫌だ、なんか深刻そう」

「それがね、あなた。落ち着いて聞いて頂戴」

「わたし落ち着いてるわよ。ママこそ」

「いいから聞いて。あなたも学生として、勉強だとかお友達とか、お付き合いとか、いろいろと忙しいとは思うんだけど……」

　よっぽど言い辛い事なのか、和貴子はなんとも歯切れが悪かった。

「だから、何よ、ママ。勿体振らないで、さっさと言ってよ。おっしゃる通り、忙しい身なんですからね、わたし」

「分かりました。では、はっきりと申します」

「そう来なきゃ」

　腹を括った和貴子は、遂にカデナに告げた。

「わたしたちサンモント家は、勿論あなたも含めて全員、明日から旅行に出まーーす」

「ええっ。何よ、それ」

　ポカーンと開いた口が塞がらないカデナ。

「何言ってんの、ママ。わたし、そんなこと、全然聞いてないわよ」

「そりゃそうでしょ。わたしだってさっき、お祖父様から言われたばかりなんですから」

　おじいちゃんから。和貴子も不満であることは、その言から読み取れた。

「旅行って言っても、わたしの実家、熊本に行くんだけどね」

「熊本。何で、わたし絶対に行かないわよ」

「だーめ。これはお祖父様の命令なんだから」

「おじいちゃんの、命令……」

　カデナは三笠公園での事を思い出した。また、おじいちゃんか……。普段はろくに口も利かない癖に、まったく迷惑な祖父様なんだから。

「幾らおじいちゃんの命令でも、って何で命令なのよ。わたしそんな命令なんかに、従う義務ないでしょ。わたしもう子どもじゃないし、おじいちゃんにわたしの人生、束縛されてたまりますかってんだ」

　けれど和貴子は譲らなかった。

「あなたの気持ちは、わたしにも痛い程分かるわ。わたしだって……。でもね、ちゃんと深い訳があって、お祖父様はそう仰ってる訳。だからパパも忙しいのに、無理して長期休暇を取ったのよ。だからあなたも、行くしかないの」

「ええーーっ」

　何よ、深い訳って……。でももし仮にどうしても行かなければならない訳があったとしても、明日から、なんて絶対に無理。だって明日は、マコトちゃんの晴れ舞台なんだから。

「嫌よ、わたし。どんな訳があったって、わたしは絶対に行かなーーい。ねえママ、そもそもその、おじいちゃんの深い訳って何」

　カデナは答えを待って、和貴子をじっと見詰めた。しかし実は和貴子も、その訳は知らなかった。ただローレンスからの指示だということ以外、夫のジェームズからは聞かされていなかった。そして夫は常に、祖父に対して絶対服従だった。

「分かった、分かった。そんなに行きたくないんだったら、直接あなた、お祖父様んとこ行って、頼んで来なさい」

「ええっ」

　それも嫌だなあと、カデナは思った。今迄一度としてローレンスの部屋を訪ねたことなど、なかったからである。でも。でもマコトちゃんの為、そしてわたしの人生と自由を守る為、ここは行くしかない……。カデナは悲壮な思いで決意した。

「分かった。ちょうど他にも聞きたい事あるし、だったら今からわたし、おじいちゃんとこ行って来る」

　ところが出端を挫かれた。

「でもお祖父様、まだ帰っていらっしゃらないみたいよ」

「えっ。出掛けてるの、おじいちゃん」

「そうよ」

　やっぱり。どうしても三笠で見た男のことが、カデナは気になって仕方がなかった。やっぱりあの人、おじいちゃんだったのかも……。

「カデナ。お祖父様を説得するとなると大変よ。先に御飯、済ませといたら」

「はーい」

　腹が減っては軍は出来ぬ。今夜は明日の出発に備え父ジェームズも帰宅していたから、久し振りに親子三人揃っての晩餐となった。祖父ローレンスはいつも自室にてひとり切りで食事を済ませており、サンモント家のディナーに顔を出すことなど皆無だった。

　おじいちゃん、いつもひとりで寂しくないのかなあ。などと普段なら孫娘として心配するカデナであったが、ローレンスへの直談判を前に今夜はそんな甘い事も言ってはいられない。旅行なんかわたし絶対に行かないからね、と断固ローレンスを前に宣言しなければならないし、どうして突然明日から旅行するなどと言い出したのか、その訳も聞きたかった。

　そのローレンスが帰宅したのは、三人の夕食の間だった。カデナは食事を済ませ一息吐いた後、いざ出陣とローレンスの部屋に向かった。

　三階建て一軒家のサンモント家にあって、ローレンスの部屋は最上階である三階にあった。そんなことからもジェームズを差し置いて、如何にも家の主のような顔をしているローレンス。例えば外出の時は玄関など絶対に使わず、家の建物の壁に設置された三階に通じる螺旋階段を専ら使っていた。従ってローレンスが出掛けたり帰宅したかは、本人の申告がなければ分からなかった。


 　トントン、トントン。

　カデナは恐る恐る、ローレンスの部屋のドアを叩いた。この部屋の前に立ったこと自体、何しろ初めてなのだから無理もない。自分のおじいちゃん相手に、何緊張してんのよ、わたし。カデナは苦笑いしながら、相手の反応を待った。

「ジェームズかね、一体何の用かな。わたしはちょっと忙しいのだよ」

　扉の向こうから、ローレンスの滑らかな重低音の声が返って来た。しかも英語である。ローレンスは日本語も堪能だと和貴子から聞いていたが、カデナは一度としてローレンスの日本語を耳にしたことはなかった。

　ローレンスの声に怒気は感じられなかった。一安心したカデナは、直ぐに英語で答えた。以降ふたりの会話はすべて、英語である。

「おじいちゃん。パパじゃないわ、わたしよ、カデナ」

「おう、カデナか。それは珍しい。きみのような年頃の娘さんが、わたしみたいな老人に一体何の用かね」

　そして内鍵を解く音がして、部屋のドアが開いた。

「これはこれは、お嬢さん」

　笑顔をたたえた白髪のローレンスが、カデナを迎えた。

「さあ、遠慮せず入り給え」

「いいの、おじいちゃん」

「ああ、勿論さ。尤もきみがここに入るのは初めてなのだから、緊張するのも無理はないかな」

　どきどきしながらカデナが部屋に入ると、ローレンスは直ぐにドアを閉めた。

「何かあったのかね、カデナ」

　椅子に腰を下ろしながら、ローレンスが問うた。

「うん。実はおじいちゃんに、大事な相談があって来たの」

　角ばった重々しい英国風の装飾でも施されているかと思ったローレンスの部屋は、案外に質素で和風の書斎と変わらなかった。机の上にはノートパソコンが広げられ、どうやら無線でインターネット接続しているらしい。さっすが、うちのおじいちゃん。しかしカデナの目を引いたのは、ノートパソコンの横に無造作に置かれたハンティングハットだった。帽子の柄は、緑と紺のタータンチェックだったのである。

　あ、やっぱり間違いない。さっきの人、おじいちゃんだったんだ。でも、だったらおじいちゃんって、三笠公園の関係者なの……。

「大事な相談とは。はて、何だろうね」

「実は、旅行のことなの」

　カデナは思い切って、話を切り出した。旅行のこと。するとそれまでずっと穏やかだったローレンスの顔が、一瞬曇った。

「旅行か。確かに今のわたしたちにとって、これ程大事なことはない」

　ローレンスは優しい口調で続けた。

「我が愛しき孫娘よ。もう旅行の準備は、整ったのかね」

　ほら来た。始めからカデナも旅行に同行すると、ローレンスは決め付けているらしい。くっそう、負けるもんですか。カデナは気合いを入れ直し、ローレンスに向かって高々と宣言した。

「おじいちゃん。悪いけどわたし、みんなの旅行には行かないから」

「なにーーい」

　初めてローレンスが不機嫌さを露わにした。おー、こわ。こりゃ、雷が落ちるぞーーっ。カデナは耳を塞ぎたい心境だったが、意外にもローレンスの口調は穏やかさを取り戻していた。ローレンスはカデナの瞳をじっと見詰めながら、ソフトに問い掛けて来た。

「カデナ。それは、なぜかね」

　うへえ、この優しさが逆に、不気味……。でもわたしだって、負けらんないもん。

「だって明日から、開国祭でしょ」

「ああ、そうだね。でもそれだったら、来年でもいいじゃないか」

「駄目よ、だって。だってわたし、明日三笠から打ち上げる花火が、どうしても見たいんだもん」

「なに、mikasa……」

　ローレンスの目が、一瞬沈黙の中に落ちた。しかし気を取り直したローレンスは、きっぱりと告げた。

「駄目だよ、カデナ。mikasaなんて、とんでもない」

「どうして。明日一日だけでいいのよ、おじいちゃん。三笠の花火さえ見届けたら、わたし直ぐにでもみんなの後を追うから。約束する。ねえ、だからお願い、許して」

　しかしローレンスは、首を縦には振らなかった。代わりに言い聞かせるように、カデナに語り掛けた。

「いいかね、カデナ。その明日という一日が大事なのだよ」

「えっ。どういうこと、おじいちゃん」

「良し、分かった。仕方がない。黙っていようと思ったが、おまえだけには正直に告げよう。ただしこれはトップシークレットなのだ。だから他言せぬよう、いいかね」

　トップシークレット……。カデナは内心驚いたが、黙って頷いた。

「明日、ここ横須賀の地で、大変な惨事が起こるのだ」

「惨事」

「そう。だからその前に、我々サンモント一族は避難せねばならない」

　避難、何それ……。

「おじいちゃん、何言ってんの。カデナ、さっぱり訳分かんない」

　そう言いながらもカデナは今日マコトと別れ際に三笠公園で味わった、あの胸騒ぎを思い出していた。そしてマコトの顔を、脳裏に浮かべずにはいられなかった。

　でも……、でもどうしておじいちゃんにそんなことが分かるわけ。明日横須賀で惨事が起こるとか、だから避難するだとか。何で、何でよ、丸でおじいちゃんには予知能力でも有るみたいじゃない。それとも……、もしかしておじいちゃんの、ただの妄想だったりして。あれっ、もうおじいちゃん、七十歳過ぎだし。そっか。カデナはむしろ、そうであることを願った。

「おじいちゃん。頭、大丈夫。なんか悪い夢でも見たんじゃない」

「ばかを言いなさい」

　むっとした顔でカデナを睨み、ローレンスは椅子から立ち上がった。

「若いとは言え、お前もさっきから立ちっぱなしで疲れただろう。さ、ここに坐りなさい」

　機嫌を損ねまいと、カデナは素直にローレンスの椅子に腰掛けた。

「確かにおまえの言う通り、行き成りあんな事を言われたところで、信じろと言う方が無理だな」

「うん」

「では、わたしも腹を括らねばなるまい。良し、可愛い孫娘の為、わたしはたった今、決心したぞ、カデナよ」

「何を、おじいちゃん」

　腕を組み、じっとカデナを見詰める真剣なローレンスの眼差しに、カデナは圧倒された。

「さっきわたしは、トップシークレットという言葉を使ったな」

「うん」

「ではカデナ。今からわたしは、その意味を、どんなシークレットなのかを、すべておまえに教えることにする。ただし……」

「ただし。何なの、おじいちゃん」

「おまえがこの話を聴いた暁には、他言しないことは勿論だが、同時に、わたしに従って明日、みんなと共にこの地から出なければならない」

「だから、わたし、明日は絶対嫌なの」

「良いから聞きなさい。なぜなら今からおまえに語って聞かせる話は、この世界を動かす国際的組織の事であり、我々組織がそして今後、明日起こす行動も含め、世界をどう変えてゆくのかという計画だからである」

「明日起こす行動……。我々って」

「そうだよ。実は生憎わたしも、この組織の一人でね」

「おじいちゃん……」

　三笠の上映室で見た、立て看板に記された『関係者以外、立ち入り禁止』の文字が、カデナの脳裏に甦った。おじいちゃんって、一体何者なの……。目の前に立つ我が祖父が、見知らぬ他人、否遠い見知らぬ惑星から来た異星人であるかのように思えた。カデナはさっと血の気が引いた。

「さ、どうするかね、カデナ。わたしの話を聴いてすべてを悟り、わたしたちと行動を共にするのか。それとも何も知らないまま、ここ横須賀の地で、ひとりぼっちで大惨事に巻き込まれるか。ふたつにひとつだよ」

「大惨事……。それが、明日、あなたたちが起こす行動なの」

「流石、我が孫娘、頭の回転が速い。詰まり、そう言うことなんだよ、カデナ」

　じっとカデナを見詰めるローレンス。

「さ、どうするのかね、カデナ」

　カデナは迷った。無論ローレンスの言っていることを百パーセント信用した訳ではない。矢張りローレンスの妄想、他愛ないジョークであって欲しいと願っていた。しかしあの仕事熱心な父ジェームズでさえ、ローレンスの言に従うのだ。もしかしたら父や母和貴子は、ローレンスの正体を知っているのかも知れない。

　どうしよう。しかしカデナの腹は最初から決まっていた。勿論ここ横須賀に残り、明日マコトのいる三笠公園に行くのだ。だって、おじいちゃんはわたしがひとりぼっちで大惨事に巻き込まれるとか言ったけど、わたしにはマコトがいる。だからわたしは、ひとりぼっちなんかじゃない……。

　迷っているのは、ローレンスの話を聴くか否か、だった。例えば明日一緒に旅行に出る振りをして、ちゃっかりとローレンスの話を聴いてしまおうか。そうすれば、上手くいけば明日横須賀で何が起こるか、それが分かるかも知れない。だって横須賀で大惨事なんて起こったら、わたしだけじゃなく、マコトだって巻き込まれる。街の人たちだって、学校のみんなだって……。

　そんなことになったら大変。そうなる前に、みんなを助けなきゃ。マコトちゃんを、助けなきゃなんないのよ。

……まもってあげたいあなたを……。

『男の子のように』の歌詞が浮かんで来た。

　よーし。カデナの腹は決まった。ここはお芝居、お芝居。一緒に旅行に行く振りして、おじいちゃんの話聴いちゃえ。そして深夜こっそりと家を抜け出し、誰かクラスメイトの家にでも身を隠そう。







(三・十)KADENA NOTE







(三・十)KADENA NOTE


 「良いか、カデナ。この事は、ジェームズにも和貴子さんにも話してはいない。おまえだけに話すのだ。くどいようだが、決して他言してはならぬぞ。もし万一誰かに漏らしたりなどしたら、わたしでさえ、おまえの命を守ることは不可能なのだ。いいか、その時は命はないと、覚悟いたせ」

「うん、分かってる」

　カデナは頬を強張らせながら、頷いた。

「良し、ではカデナ。これからわたしが話すことは、すべて真実である」

　こうしてローレンスの話は始まった。

　カデナはローレンスの椅子に坐ったままで、ローレスは立っていた。ローレンスは本棚の前に歩き、無数に並ぶ書物の中から一冊の大学ノートを取り出した。それを机の上、詰まりカデナの目の前にそっと置いた。

「これが何だか、分かるかね」

　カデナはかぶりを振った。

「これはね、今からもう六十年前、と言うことは第二次世界大戦終戦の年の物だ。その年の夏広島で原爆が爆発した時、被爆したひとりの或る少女によって記されたノートなのだよ。ほら見てごらん、ここに、その子の名があるだろう」

「えっ」

　カデナはローレンスが指差す、ノートの表紙の一箇所に目をやった。

「綾瀬香出菜。かでな、って読むの」

「その通りだよ。驚いたかね、奇しくもきみと同じKADENAだ」

「へえ」

「しかも彼女がこれを記したのも、今のきみと同じ十六歳の時なのだよ。わたしは常々、運命のようなものを感じずにはいられなかった」

　運命、何言ってんだか。どうせおじいちゃんがパパに言って、わたしの名前をカデナってしたんでしょ、きっと。そんなこと、どうでも良いんだけど。でも、あれっ……。ふとカデナが思い出したのは、他でもない、例の三つの悪夢の中の三番目だった。その夢の中に出て来る全身黒焦げの少女と、少女の言葉。そしてカデナはどきっとした。まさか、何で……。

　まさか、このノートがカデナノートで、おじいちゃんの国際的組織っていうのが、国際平和委員会、ってんじゃないでしょうね。やばーい。そしたら、あれ、あの夢、正夢になっちゃう。と言うか、違う。きっと今が夢なのよ。わたし、今あの夢の続きを見てるのよ……。カデナは自分の頬っぺたを思い切りつねった。しかし、痛かった。やばい、夢じゃない、どうしよう。

　混乱するカデナを置き去りに、ローレンスは続けた。

「尤もこのノートは、残念ながら本物ではない。何しろ六十年前だ。本物の方はすっかり古くなってしまったし、それに放射線だって付着していた。そこで新しいノートにしたのだ。しかしそっくりそのまま一文字も漏らさずコピーしてあるから、内容は変わらない。我々はこのノートをKADENA NOTEと呼んでいる」

　ごくっ。カデナは唾を飲み込んだ。ええっ、やっぱり……。冷や汗がカデナの全身に滲んだ。じゃ、あの夢の中の少女は、綾瀬香出菜さん、詰まり実在した人物だったって訳。なに、一体何なの、あの夢って。どうしてわたし小さい時からずっと、あの夢を見て来たんだろう。いや見せられて来たのかも知れない……。

「そして我々とは、我らは、国際平和委員会である」

　がくっ。やっぱり。なんとも言えない気味悪さと無力さとが、カデナの全身を覆った。

「どうした。気分でも悪いのかね、カデナ」

「えっ、何でもない、何でもない。続けて、おじいちゃん」

　カデナは必死でかぶりを振った。

「では続けよう。そしてこのKADENA NOTEだが、驚くなかれ、この中には、我々国際平和委員会の現在、過去に於ける活動実績、歴史、並びに未来に於ける我々の計画のすべてが、網羅されているのである」

「へえ、そうなんだ」

「まあ一種の予言書のようなものと思えば良い。そして実に世界は、ここに書かれたシナリオ通りに、進んでいるのであーる」

「ほんと、凄ーーい。見たい、わたしにも見せて」

　しかしローレンスは意地悪そうに笑いながら、かぶりを振った。

「見ても構わんが難しいぞ。政治に関する事や専門用語など、わんさか出てくる。はたしてきみに、分かるかな」

　失礼ね、でもやっぱり無理かも。ハハハ、ハハッと、カデナは苦笑いを浮かべた。

「勿論、明日この横須賀の地で何が起こるかも、ちゃんと記されているぞ」

　あっ、そうだった。それが一番肝心なのよ。

「ではわたしがこのノートの内容を、きみにも分かるように説明して上げよう」

「うん」

「しかしその前に、なぜわたしがこのノートを所持するに至ったか、その経緯から話さねばならない」

　またあ、おじいちゃん勿体振っちゃって。早く肝心の事、教えてよ……。

「先にも述べた如く、本ノートは一九四五年八月六日広島にて原子爆弾リトルボーイ爆発の時、被爆した少女kadenaによって、被曝から来る幻覚症状の中で記されたものである。彼女はこのノート完成の後、直ぐに他界したが、ノートは少女の恋人、名をmakotoと言う」

「マコト。香出菜さんの恋人が、マコト……」

　やだ、何から何まで、わたしとおんなじじゃない。一体どういうこと、これ。

「どうかしたかね、カデナ」

　ローレンスはカデナの恋人マコトのことなど、まったく知らなかった。

「何でもない。ごめんなさい、おじいちゃん」

「では続けるぞ。ノートはその恋人の手に渡り、次に彼の知り合いである新聞社の男に渡り、その男の上司の手に渡った。そしてその上司と言うのが、実は我ら国際平和委員会の当時日本に於けるエージェントの一人だったのである」

　エージェント。何、それ。やっぱり、難しそう。欠伸を我慢するカデナだった。

「その男はKADENA NOTEに記された内容の重大さに気付き、すぐさまノートを日本に於ける委員会の中心メンバーの許に届けた。我が委員会に属する者であるなら誰でも、このノートに驚愕せずにはいられない。ノートは遂に日本から、委員会本部のある我が祖国、英国へと遥々海を渡ったのである。そして英国にてKADENA NOTEを手にしたのが誰あろう、わたしの父、ジョン・サンモントだったと言う訳なのだよ」

「なーるほど」

　だからそんな古い話、どうだっていいってば。早く、横須賀の話してよ、おじいちゃん。

「しかしなぜ、たったひとりの日本人、我が組織の事など知ろう筈もなき少女に、こんなものが書けたのか、それは謎である。だがそれだからこそ、この世の神秘であり、人智を超越した何らかの力が働いたのかも知れぬ。いずれにしろ、奇蹟のノートであり、現在では我々国際平和委員会のバイブルとなっているのであーる」

　はいはい、だからもう能書きはいいってばよ、じいさん。

　ふわーーっ。

　それまで必死で噛み殺していた欠伸が、堪え切れず、つい出てしまった。赤面するカデナに、ローレンスは大笑い。

「済まない、済まない。あともう少しだけ、能書きを垂れさせてくれ」

「こうなったら、いいわよ。気の済むまでやって、やって」

　気を取り直して、ローレンスは話を再開した。

「では、我ら国際平和委員会とは、何ぞや。例えれば、United Nations。国連みたいなものだな。多くの日本人は国連について誤解しているようだが、あそこは決してクリーンな国際平和団体などではない。なぜなら第二次世界大戦の戦勝国の組織に過ぎないからだ。それが証拠に国連憲章の中には敵国条項というのがあってな、日本は未だに敵国扱いされておる。国連に巨額の供託金を納めていてもだ。ま、国連にとって日本は鴨葱ってやつだな」

　鴨葱。もう、また話脱線してるうーーっ。

　ゴホン。カデナの冷たい視線にローレンスは苦笑い。

「で、その国連ってのは単なる人形で、それを上から操っているのが我々なのだ。言わば国連が表の顔で、国際平和委員会が裏の顔。悪党の表の顔が警察で、裏の顔が暴力団みたいなものだな。詰まり国際平和委員会は国連より上位に位置しており、国連はもとより世界中の国家の上に立って、この世界人類を支配しているのであーる」

　はあ。勝手に支配してなさいよ、まったく。おじいちゃんの話支離滅裂過ぎて、わたしとても付いていけない。ため息に包まれるカデナだった。

「世界人類を支配し、では我々は具体的に何をこの世界に向かって、計画し実行しているのであるか。一言で言えば、世界の戦争と平和を、コントロールしているのである」

　はいはい、分かりました。話ここに至ってカデナは、聞か猿状態を決め込んだ。早く、ノートの話に戻ってね、おじいちゃん。しかしそんなカデナの気持ちを見抜いたのか、ローレンスは話を止め、カデナに向かって微笑み掛けた。

「お嬢さん、疲れたであろう。お茶でも、どうかね」

　ローレンスは秘蔵のセイロンティーを二人分用意し、カデナに分け与え、自らも口を潤わせた。

「うわあ、美味しい。わたし、こんな美味しい紅茶初めて」

「であろう」

　ローレンスは満足げに、孫娘の笑顔を眺めた。







(三・十一)戦争と平和







(三・十一)戦争と平和


 「では、お待たせした。いよいよこれから、KADENA NOTEの内容に入ろう」

「待ってました」

「しかしすべてを語るには、本ノートの記述は余りにも多岐に渡り過ぎている。そこで先ほど申した、我々国際平和委員会が行っている、世界の戦争と平和のコントロールにテーマを絞って、語らせてもらうこととする。良いかね」

　はい、どうぞ。セイロンティーの余韻に浸るカデナは、黙って頷いた。

「これを理解する為には、先ず戦争とは何か、平和とは何なのかを改めて、おさらいしておこう。戦争とは言うまでもなく対立する国家間の闘争、個人レベルで言えば人対人の殺し合いであり、平和とは戦争のない状態を言う。そんなことは分かり切った話だ。しかしこの相対する戦争と平和と言う二つの概念を、もう少し違った角度から見てみよう」

　ええっ、まじ。これもノートの中の話なの。なんかおじいちゃんの能書きが続いている気が……。しかしカデナは我慢して耳を傾けた。

「この地球上に存在する、我々の世界とか人類社会とか国家とか呼ばれるものが、一体何によって成り立っているかと言えば、それは経済である。詰まりお金だ。経済が崩壊すれば、我々人類の文明もまた跡形もなく崩れ去るであろう。であるからして戦争と平和についても、この経済的観点から語らねばならないのだ。

　そして経済にとって戦争とは、これ以上ない人類最大のビジネスイベントなのであり、これ程までに経済を活性化させるものをわたしは他に知らない。では平和はどうか。平和な世の中に於いて経済は、逆に停滞するものである」

　カデナの反応を確かめたが、特に得られるものはなかった。よってローレンスは話を続けた。

「光と闇、昼と夜、夏と冬、プラスとマイナス、陰と陽、火力と水力、男と女、北と南、東と西、左と右……。列挙するまでもなく、世は相反する二つの概念が対を為すことによって、バランスを保っている。これは人間社会に於いても同様であり、富める者がいて貧しき者がおり、幸福者がいて不幸者がいるのもその為である。

　ならば戦争と平和もまた然り。経済活動に於いて戦争という活性期があり、平和という停滞期がある。この活性と停滞とを調和させることによって初めて、世界経済のバランスが保たれるのである。決してどちらか一方に偏ってはならない。それは経済不安を起こさせ、経済的破綻を生じさせる危険があるからだ。

　平和ばかりが永く続けば、経済は停滞し世の中も停滞し人類は堕落する。であるからして、永く続いた平和によって停滞した経済を立て直し、再び活性化させる為には、どうしても戦争を起こさなければならない。しかし戦争が永く続くと、今度は経済の原動力たる人間、決して歯車などと言ってはならん、が疲弊し、人類社会そのものが破綻しかねなくなる。そこで人類社会が滅びることなく、かつ経済が破綻しない程度に、人間たちに平和を与えるのである。詰まり、生かさず殺さず。人間たちにはあくまでも経済活動の為に、あくせくと働いてもらわねばならない。

　こう言う意味からすると人間とは、良く言えば経済を支える原動力であるが、悪く言えば悲しいかな、経済にこき使われる奴隷、詰まり経済奴隷と言えなくもないのである。あくまでも経済、詰まりお金が主で、人間が従と言う訳だ。どうだ、戦争と平和について、分かったかね、カデナ」

「全然。ローレンス先生、さっぱり分かりまっせーーん」

「ま、無理もない。では、こう考えてくれ給え」

「考えてくれ給えも何も、分からないから、もういいよ」

「まあ、そう言わずに。では例え話をして上げよう。良いか、この世界を一軒の家と考えてごらん。一軒の家だ」

「家」

「そうだ。先ず何もない土地に、家を建てるだろ。家が建ったら、そこに人が住み、年月が流れ、やがて家は古くなって住めなくなってしまう。ここまでが、平和だ。いいかね、家を建てて住み、古くなるまでが平和」

　うん。無言で頷くカデナ。

「じゃ次に、古くなって住めなくなった家はどうするかね。そのまま空き家のままでも構わんが、折角の土地が勿体ないだろ。そこで新しい家に立て替えるのだ。その為には先ず古くなった家を解体する。そして家を解体したら、一旦更地に戻す。何もなかった以前の土地に返るのだ。そしていいかね、この過程こそが、実に戦争なのだ」

　へえ、と言う顔のカデナである。

「そして何もない土地に、再び新しい家を建てる。これを人間たちは、戦後の復興などと呼んでいるね。こうして再び平和が始まる訳だ。良いかね、歴史を見れば分かるが、所詮文明だとか世界とか言うものは、この平和と戦争の繰り返しに過ぎんのだよ」

　ふうん。カデナの反応は他人事のようなそれだった。

「詰まり戦争と平和は常にワンセット。大いなる経済活動のワンサイクルという訳なのだ。そこでいよいよ、我ら国際平和委員会の出番である。我々はこの大いなる経済活動を生み出し継続させんが為に、そして人類文明の進歩、発展、繁栄の為に、必要に応じて戦争を起こし、また戦争を終わらせ、戦後復興に励み、平和になったらなったで、可能な限り平和を維持せんと尽力するのである。詰まり戦争と平和をコントロールしているのだ。

　まったく骨の折れる仕事なのだよ、国際平和委員会って言うのは。人から誤解されることも多々あるしね。でもさっきの家の例えで考えてごらん。もし戦争をしなければ、経済は破綻してしまう。もし経済が破綻したら、遅かれ早かれ人間は皆、飢えて死んでしまうであろう。詰まり餓死だ。と言うことはだね、戦争で死ぬか、餓死するか、その違いだけなのだよ。どっちが良いかは、わたしにも分からん。あくまでも我々は、人類の幸福を願い、人類救済事業としてやっているのだよ」

　ふう。ローレンスは深いため息を零してみせた。


 　カデナがローレンスの部屋の壁に掛けられた鳩時計を見ると、既に午後九時を回っていた。されどローレンスの語りは、まだまだ終わりそうになかった。

「振り返れば第二次世界大戦の終戦より、年月は夢幻の如く流れ去り、既に六十年もの時が経過してしまったのだよ。六十年、どうやら我々は少しばかり、平和を永く維持し過ぎたようだ」

　えっ。吃驚したカデナは、ローレンスを見詰めた。

「何言ってんの、おじいちゃん。そんなことないわよ」

　しかしローレンスは、悲しげにかぶりを振るばかりであった。

「否。例えば、昨今の日本人のモラルの低下を見よ。その無気力さ、退廃振りと言ったら、ほとほと呆れて言葉も失う。何処を見回してみても、自己中ばかりではないか。これではいかん。最早平和は、限界に差し掛かっておると言うことだ」

「そんな。待ってよ、おじいちゃん」

「詰まり、もうそろそろ、第三次世界大戦を起こさねばならない時期に、どうやら世界は至ったようである」

「ちょっと、何、それ。第三次世界大戦って、幾らなんでも飛躍し過ぎでしょ。冗談じゃないわよ」

「無論、冗談などではない。冗談どころか、これは既にKADENA NOTEに於いて定められた、我々の計画の一部なのだ」

「カデナノートに……。うそ、うそでしょ、おじいちゃん」

　しかしローレンスはかぶりを振った。

「どんなふうに、じゃどんなふうに書いてあるって言うのよ、そのノートに」

「だからその件について、これからきみにゆっくりと説明して上げようという訳だ」

「やだ、勿体振らないで、早く」

　興奮するカデナに対し、あくまでも冷静沈着なローレンスである。

「勿論だ、では始めよう。大いなる経済活動の一環としての我々の次なる計画、即ち第三次世界大戦の勃発。そのキーワードは、mikasaである」

「三笠」

　三笠って、マコト……。

「三笠がどうしたのよ。第三次世界大戦なんかにどんな関係があるって言うの、おじいちゃん」

「落ち着き給え、カデナ。今ちゃんと説明して上げるのだから。良いかね、明日だ」

　明日……。またまた息を飲むカデナ。

「明日、午後八時零分だ。その時我々はmikasaから、一千発の花火の代わりに、一発の核爆弾を打ち上げるのだ」

「えっ、核爆弾を、花火の代わりに」

　不吉な青い龍が宿ったかの如く、カデナの体中の細胞が一斉に青ざめた。マコト、わたしのマコトちゃんが……。

「止めて、おじいちゃん。何でもいいから、そんなこと、中止してよ」

　絶叫せんばかりの勢いで椅子から立ち上がり、カデナはローレンスに迫った。しかし落ち着き払ったローレンスは、かぶりを振った。

「今更そんなことは不可能だ。なぜならこれは、人類に課せられた定めなのだから」

　人類に課せられた定め。そんなの、おじいちゃんたちが勝手に決めた、戯言でしょ。そんなもんの為に、わたしの大事なマコトちゃんが……。マコト、あれっ、でも待って。

「ねえ、おじいちゃん」

「何だね、カデナ」

「でも明日、三笠の艦砲の発射ボタンを押すのは、おじいちゃんたちじゃないんでしょ」

「ああ、そうだよ。それがどうかしたのかね」

「だから、発射ボタンを押すその人は知ってるの、自分が核爆弾を打ち上げるって」

「そんなことは知らないし、知らなくとも一向に構わんのだよ。なぜなら発射ボタンが押されるその前に、我々の同志が上手く艦砲の中に、核爆弾のセッティングを完了させておくのだから」

　えっ、そうなんだ。じゃ、やっぱり駄目じゃん。そもそも核爆弾を打ち上げるなんて、マコトちゃんが知ってる訳ないか。あれっ……、でも。

　カデナは閃いた。だったら、発射ボタンを押さなきゃいいんでしょ。そうよ。このことを早くマコトに教えて、明日マコトが発射ボタンを押さないようにすればいいんじゃない。そうだ、これしかない。幼稚な考えとも思ったが、他に妙案は浮かばなかった。

　だったら一刻も早くここから抜け出し、マコトに連絡しなきゃ。でも上手く行くかしら。カデナは焦った。兎に角早く、ここから出たい……。緊張の汗が、カデナの全身に滲んだ。

「でもおじいちゃんたち、そんな大変なことして、大丈夫なの。警察に捕まっちゃうから」

「何、警察だと。そりゃいい」

　しかしローレンスは余裕の笑み。

「まあ、坐り給え」

「いいわ、わたしはもう。おじいちゃんこそずっと立ちっぱなしなんだから、坐った方がいいわよ」

「そうか。では、お言葉に甘えて」

　椅子に深々と坐したローレンスは、再び語り出した。その唇と舌は、熱気を帯びていた。

「我ら国際平和委員会の力は、残念ながら絶大なのでな。一発の核爆弾を発射させることなど、いと容易いのだ。見よ、我らが成し遂げた、世界の歴史の数々を。第一次世界大戦、第二次世界大戦、広島、長崎の原爆。それだけではない。第二次世界大戦後に於いても、朝鮮戦争、ベトナム戦争、ソビエト連邦と東西ドイツの崩壊、９・１１、そしてイラク戦争……。このように我々の計画はすべて、成就して来たのであーる」

　誇らしげに語るローレンスを、苦々しく見詰める孫娘のカデナ。おじいちゃんたちは、狂ってる。しかしカデナは声には出さず、ぐっと唇を噛み締めた。
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 「しかしカデナよ」

「何、おじいちゃん」

　まだなんか話あんのかしら。早く出たいんだけど、この部屋から……。

「わたしの言ってることは、おかしいと思わんかね」

「えっ」

　そりゃ、全部おかしいわよ。今更何言ってんだか。カデナは吹き出したくなるのを必死に堪えた。

「わたしは、明日mikasaから一発の核爆弾を打ち上げると言っただろ」

「そうよ。だから吃驚したんじゃない」

「しかしだ。その前にわたしは、第三次世界大戦を起こさねばならない、とも言ったな」

「それがどうかしたの」

「だから、確かに一発とは言え核爆弾だ。爆発したら、それは大惨事になるであろう。しかしそれだけで、第三次世界大戦にまで拡大するものであろうか、と言うことだ」

「確かに言われてみれば、そうね。あくまでも日本の領土内の問題でしょ」

「その通り。しかし、我らが第三次世界大戦に向けたシナリオでは、これで充分なのだ」

「何で」

「それを今から、説明して上げよう」

　ええっ、今から。いいってば、もう……。うーん、でもこうなったら焦っても仕方がない。マコトには、最悪でも明日の夜八時前までに間に合えばいいんだから。それに幾ら何でもおじいちゃんだって旅行の準備とかあるだろうから、いい加減でわたしを解放してくれる筈。だったらここは怪しまれないように、最後まで付き合ってやるか。腹を決めたカデナは、ローレンスの話に耳を傾けた。

「先ず、軍事面に於いてここ横須賀には国際的に重要な施設があるであろう」

「何。この街に、そんなもんあったっけ。自衛隊」

「違う。本当は分かってる癖に、カデナ」

「ふん、ちゃんと分かってますよ。わたしの大嫌いな、米軍でしょ」

「その通り、米軍基地だ」

「その、憎ったらしい米兵たちがわんさかいる米軍基地が、どうかしたの」

「ふむ。mikasaから打ち上げられた核爆弾が、では何処に落ちるか分かるかね」

「えっ、分かんない。そんなこと」

「その、カデナの大嫌いな、米軍基地に落ちるのだよ」

「ええっ、うっそーーっ」

　幾ら米軍嫌いのカデナであっても、そんなことまでは望まない。

「どうしてそんなことするのよ、かわいそうじゃない、米軍」

「ほう。でも大嫌いなんだろ」

「でも。それとこれとは話が別よ」

　うろたえるカデナをよそに、ローレンスは椅子から立ち上がると再びセイロンティーを入れた。

「まあもう一杯、どうかね」

　けれどカデナは断った。

「こんな時に、ゆったりと紅茶なんか飲んでらんないわ、わたし」

「では、良かろう」

　ひとり紅茶を啜ると、ローレンスは話に戻った。

「自国の軍事基地が核兵器によって攻撃されたとなったら、軍事大国アメリカが黙っていると思うかね」

「そんな訳ないでしょ」

「その通りだ。アメリカは先ず、何処から攻撃されたかを調べる。するとmikasaから。しかも発射ボタンを押したのは、日本の海上自衛隊の隊員ではないか、となる」

　どきっ。そうよ、海上自衛隊の二等海士、三上マコトちゃんだもん。でも、それが何だって言うのよ。何にも知らずに発射ボタンを押しただけでしょ……。

「アメリカ大統領はこのことを、国内並びに世界中に発信する。日本の自衛隊が、我が国の基地に核攻撃したと。するとアメリカのマスコミが一斉に騒ぎ出す。『日本がアメリカを裏切った。しかも核攻撃。これは真珠湾、９・１１など比較にもならない人類史上最も卑劣な蛮行であり、アメリカ建国以来最悪の屈辱である。我が国は直ちに、日本に対し報復を行わねばならない』と」

「ええっ、そんな。そしたら、どうなるの」

「ああ、米国民の間に瞬く間に反日感情が燃え上がり、世論に押されたアメリカ政府は直ちに日本の自衛隊に対し報復攻撃を開始する。詰まり日本への宣戦布告だ。あたかも真珠湾攻撃をきっかけに、米国が第二次世界大戦に参戦した如くにな」

「そんな。日本とアメリカが戦争をするなんて」

「しかしここまでは、単なる二国間の戦争に過ぎん。だが事態はこれだけにとどまらない。なぜなら、どうして突如自衛隊がアメリカに反旗を翻したのか、それも核攻撃を日本国内にある米軍基地に対して行ったのか、という疑問が湧き上がって来るからだ。それは当然のこと。自衛隊が単独でアメリカと戦ったところで勝てる筈などない。まして日本は世界で唯一の被爆国である。日本国内に於いて核兵器を使用するなど、到底日本国民に受け入れられるものではあるまい。加えてたとえ標的が米軍基地であろうとも日本国内での核爆発となれば、その被害が自国民に及ぶであろうこと位容易に分かりそうなものだ。なのに、なぜ」

「それで」

「ああ。それで、もしかすると米国に対抗出来うる後ろ盾、詰まり黒幕が存在するのではないか、という疑念が生じる。そこで米国ＣＩＡが独自に調査に乗り出し、ロシアと日本が締結した北方領土返還に関する平和協定の裏に、実は秘密協定なるものが存在することを突き止める。その協定とは、北方領土の返還と引き換えに、今後日本は対米従属から脱却し、あらゆる面でロシアと協調し合う、というものである」

「ええっ、それってアメリカを裏切って、ロシアに乗り換えるってこと」

「その通り。このことは当然マスコミによって、アメリカ国民に知らされる。『先の自衛隊による米軍基地への核攻撃の裏には、ロシアの協力があったらしい。いやロシアこそが黒幕であったのかも知れない』と。そうなれば日本憎しで燃え上がったアメリカ国民の怒りと憎悪は、そのままロシアへと流れ、アメリカ政府は直ちにロシアに真偽を確かめる。しかしロシアは回答を拒否。米露間の緊張は一挙に高まり、国内世論に押されたアメリカ政府は止む無く、遂にロシアへの宣戦布告へと突き進んでいくのであーる」

「ええ、そんなの嘘でしょう。お願いだから、止めて」

「いや、ここまで来ると、最早手遅れだ。既に世界各地で起こっている幾多の紛争にも影響を与えるのは必至。パレスチナ、チベット、アフガニスタン、イラク、ソマリア、ルワンダ、ハイチ……ここら辺は説明すると長くなるから省略するが……世界はこうして一挙にアメリカ陣営対ロシア陣営という対立構造が出来上がり、いよいよ第三次世界大戦に突入するという訳だ」

「うーーん」

「どうだ、これで納得してもらえたかね、カデナ」

「まあね。でも……」

　ローレンスの話はすべて荒唐無稽に思え、丸でハリウッドの戦争映画でも観せられているようだった。それでも一点だけどうしても納得出来ないことがあった。それは北方領土の返還の為だけに、アメリカを簡単に裏切って日本がロシアと手を組んだりするものなのだろうか、ということである。

　カデナも知る通り、第二次世界大戦以後六十年の間友好関係を保ち、植民地などと揶揄されながらも、日本はずっとアメリカに従って来た訳である。横須賀、沖縄は勿論、日本各地に米軍基地もあり、アメリカは日本にとっては、文化、経済、防衛、その他の面に於いて、欠くことの出来ないパートナーの筈ではないのか。そんな悪く言えばアメリカに依存した日本が、アメリカを裏切れるのか。

「ねえ、おじいちゃん。ひとつだけ、分かんないんだけど」

「何だね」

「どうして日本政府は、アメリカを裏切るような秘密協定をロシアと結んだの。今年一月のことでしょ」

「ほう、良い所に目を付けたね。流石、我が孫娘だ。それはね、勿論北方領土の件もあるが、主なる理由はそれではない。実は、世論なんだよ」

「世論」

「そう、世論だ。アメリカ政府が国内の世論に動かされたように、日本政府もまた日本国民の世論に動かされたのだよ。ではなぜ日本政府は国民の世論によって、アメリカへの裏切りを選んだのか。では、このことを最後に説明して、わたしの話を終えることにしよう」

　えっ、ほんと。やった。カデナは内心歓喜した。これでやっと、マコトちゃんに連絡出来る。ローレンスの方はすっかり冷えてしまったセイロンティーを、苦そうに一気にすすった。


 「なぜ日本政府は国民の世論によって、アメリカへの裏切りを選んだのか。なぜなら我々国際平和委員会が第二次世界大戦終戦の時よりずっと日本国民に対して仕掛けておいた或る企てが、功を奏したからである」

「日本国民に仕掛けておいた、企て」

「そうだ。それを説明する前に、では聞くがカデナは米兵は好きかね」

「何よ、今更。さっきも言ったけど、だ、だ、大っ嫌いよ」

　カデナは激しくかぶりを振った。

「なぜ、そんなに嫌うのかね」

「だって昼間っから酒飲んでるし、街角なんかでも集団で大声出して騒いでるし。それに……」

「それに、何だね」

　躊躇いつつも、カデナははっきりと答えた。

「それに、女性、ううん大人だけじゃない。幼い女の子にまで、乱暴しているから」

「成る程」

　ローレンスは大きく頷いた。

「そうであろう。沖縄は勿論のこと、この横須賀の街でも、米兵たちはやりたい放題。女と見れば襲い掛かり、しかも欲望を満たしたその後は、さっさと相手を物の如くいとも簡単に殺害してしまう。正に野獣の如しだ。これではカデナ、きみが嫌うのも当たり前だね。で実はな、我々の狙いも正にそこにあったのだよ」

「えっ、ちょっと。どういうこと」

「きみばかりではない。今や日本人はみんな、米兵が大嫌いなのだ。米軍基地なんか、この日本には必要ない。米兵なんかとっとと日本から出ていけ。みんな、そう思っている。その感情が積もり積もって、遂にアメリカ嫌悪の世論を形成するに至ったのだ。そしてそれこそが日本政府が対米追従から脱却、具体的にはロシアに擦り寄る原動力となったのだよ。では我々国際平和委員会の、日本人に対する企てとは一体何か」

「なーに」

「ずばり、日本人が米兵を嫌うよう、自分たちが日本人に嫌われるように、米兵たちに対して、我々は洗脳教育を施したのだ」

「洗脳教育」

「所謂マインドコントロールと言うやつだな」

「マインドコントロール」

「そうだ。我らの指示に従った米軍の上層部が米兵に対し、米兵たちが無意識のうちに日本の婦女子を襲いそして物のように殺すよう、日夜、教育、訓練して来たのである」

「えっ、何それ。嘘でしょう」

　しかしローレンスは、かぶりを振った。

「嘘などではない」

「じゃ何、今迄米兵たちが日本で行って来た犯罪の背後には、おじいちゃんたち国際平和委員会がいたってことなの」

「そう言うことだ」

「ええっ、そんな……。ひどいじゃない」

　カデナは、ローレンスを睨み付けた。

「国際平和委員会だか何だか知んないけど、おじいちゃんたちって、なんて最低なの」

　国際平和委員会に対する激しい怒りに震えるカデナは、ローレンスにそれをぶつけた。

「だったら、沖縄の少女たちはみんな、おじいちゃんたちの為に、殺されたようなものじゃない」

「まあ、落ち着きたまえ、カデナ」

「これが、落ち着いてなんか、いられますかって言うの」

「しかし幾らきみが怒ったところで、軍隊とは所詮、そう言うところなのだ。軍隊は軍隊であって、日本の自衛隊とは違う」

「自衛隊」

「そうだ。両者がどう違うかと言えば、軍隊とは一言で言えば、殺人鬼を養成する場なのだ」

「殺人鬼」

「そうだ。改めて言うまでもないが、軍隊とは戦争をする集団であり、容赦なく人を殺す集団なのだ。どんな綺麗事を並べたところで、いざ戦場で敵と相対すれば、やるか、やられるか、ふたつにひとつしかないのだから」

「はいはい、分かりました。何もかも、あなたの言う通り」

　カデナは怒りを噛み殺しながら、ローレンスに問うた。

「それで、あなたたち、国際平和委員会の人たちは平気なの」

「何がだね」

「だから」

　カデナは唇を震わせながら続けた。ローレンスの顔をまっ直ぐに見詰めながら。

「原爆の犠牲になった広島、長崎の人々や、これから核戦争で傷つき死んでゆく世界中の人々や、そして米兵に暴行され、殺された沖縄の少女たちのことを、何とも思わないの。あなたたちに良心はないの。心は、痛まないの」

　カデナの顔を、ローレンスは見詰め返した。そして静かに答えた。

「確かに我らも人の子、良心が痛まない筈はない。しかし何事にも、犠牲はつきものなのだ」

「犠牲ですって。何の犠牲よ、何の為の」

　涙声になりながらも問うカデナに、けれど冷静沈着にローレンスは答えた。

「何の為の犠牲か。それはね、人類文明の発展と進化の為なのだ」

　人類文明の発展と進化……。

「そんなものが一体何になるって言うの。沖縄の海に散った、たったひとりの少女の涙に比べたら、そんなもの、ただのゴミ、ゴミ屑よ。やっぱり、あなたたちは……みんな、狂ってる」

　カデナの涙が頬を伝い、床に零れ落ちた。

「それじゃ、もうわたし、自分の部屋に帰るから」

「カデナ」

　呼び止めるローレンスを無視し、カデナはさっさとローレンスの部屋を後にした。
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 　兎に角マコトに伝えなきゃ。一分でも一秒でも早く、三笠のこと、核兵器のことを、マコトちゃんに……。

　ローレンスの部屋を後にしたカデナは、自室に戻るとローレンスとの約束通り、旅行の支度をした。しかしそれはカモフラージュ。こうやって旅行カバンを並べておけば、如何にもみんなと明日出発するように思わせられるだろう。

　旅行の準備が済んだカデナは、ジェームズと和貴子のいるリビングに向かった。

「ママ。心配掛けたけど、やっぱりわたしもみんなと一緒に、熊本に行くことにしたから」

「えっ、本当。それは良かった。流石お祖父様ね、一体どんな話してくれたの」

「そんな大した話じゃなかったわ。それよりわたし今から、友だちんとこ挨拶回りしてくるから、いいでしょう」

「えっ。今からって、もう十時前よ。気持ちは分かるけど、女の子ひとりじゃ遅いわ。電話じゃ駄目なの」

「ええっ。電話だけなんて、絶対嫌よ。だって向こうに行ったら、いつこっちに帰ってこれるか、分かんないんでしょ。だったらちゃんと顔見て、さようなら、しときたいよ」

「困ったわね。どうします、パパ」

　和貴子はジェームズに尋ねた。するとジェームズは笑顔で答えた。

「ま、いいじゃないか。カデナだって、もう高校生なんだから」

「流石パパ、サンキュー」

「でも気を付けるんだよ、危険な場所は避けるように」

「はーい、大丈夫。じゃ時間ないから、さっさと行って来まーーす」

　しかしカデナは思い出したように振り返り、和貴子に尋ねた。

「ね、ママ。わたしのカデナって名前、もしかして、おじいちゃんが付けたの」

「あら。お祖父様、そんなことまであなたに話したの。実はね、今迄黙ってたけどそうなのよ。だってお祖父様がどうしてもこの名前がいいって、言うもんだから……」

「分かったわ。いいのよ、ママ。わたしは全然気にしてないから。じゃ、ちょっと行って来る」

　やっぱり、そうだったんだ。やっぱり、綾瀬香出菜さんの香出菜、だったのね、おじいちゃん……。そしてカデナは、弾丸のように家を飛び出した。


 　さあ、さっさとマコトちゃんに連絡しなきゃ。早くすべてを、マコトに伝えなければならない。慌てて家を飛び出して来たカデナの服装は、セーラー服。それに麦藁帽子まで手にしていた。見ると、いつ糸がほつれたのか、飾りの向日葵が麦藁帽子から取れかかっていた。でも今はそれどころではない。カデナは額の汗を拭い、気持ちを落ち着かせようとした。背後が気になって、何度も振り返った。人影はなかった。

　ふう、良かった。大丈夫そう。

　あの国際平和委員会とか言う組織に尾行されているのではないかと心配したが、今のところまだその気配はなかった。さあ、マコトちゃんのところへ。

　カデナの自宅のある汐入町は坂の多い住宅街で、最寄りの駅は京浜急行線の汐入駅だった。片やマコトの家は、同じく京浜急行線の県立大学駅から歩いて十分。電車で向かっても良かったが、歩いてゆこうと思えば歩けない距離でもなかった。どうしよう。でも、あっ、待って……。逸るカデナの足が止まった。

　ローレンスの話を聴いている間はずっと、兎に角マコトに伝えようという気持ちだけで一杯だった。しかし相手は、世にも恐ろしい国際平和委員会である。もしマコトに三笠と核兵器の事を漏らしたら、もしかするとマコトにまで危害が及ぶかも知れない。それは駄目、絶対。

　カデナは迷いに迷ったが、結局マコトに会いにゆくことは断念した。マコトちゃんには迷惑を掛けずに、何とかわたしひとりだけで、あいつらの計画を阻止しなきゃ。あいつらの計画、詰まり明日三笠からの核爆弾の打ち上げを阻止すること。だってわたしがやらなきゃ、誰がやるのよ。

　カデナの顔には、十六歳の少女とは思えぬ悲壮感が宿っていた。わたしがみんなを守らなきゃ。みんなを守りたい。たとえわたしは殺されてもいいから。だから、綾瀬香出菜さん、松堂かでなさん、わたしに力を貸して。とは言っても、さて、どうしよう……。

　再び歩き出したカデナの前には、汐入駅。そして駅の横には、行き付けのファミリーマートがある。そうだ。カデナは閃いた。誰に伝えるにしても、電話やメールのような通信手段ではきっとばれてしまう。そこでカデナはメモ帳とボールペンを購入すべく、ファミリーマートに入った。購入後早速カデナは、店内の隅でメモ帳にこう記した。

『明日三笠から打ち上げられるのは、花火ではなく核爆弾です。そしてその標的は、米軍基地なのです。早く三笠の中を調べて下さい』

　良し、ＯＫ。後はこのメモを誰かに渡せばいい。でも誰に。カデナは思案した。核爆弾なんかを調べられる人って言ったら、自衛隊か或いは……。そうだ。

　その時カデナの脳裏に、一組のカップルの姿が甦った。それは絶交中のクラスメイト、マリアと、彼女の恋人である米兵だった。マリア。そうだ、マリアに渡そう。そしてマリアから恋人に伝えてもらおう。そうよ、今は米兵が好きとか嫌いとか言ってる場合じゃない。

　思い立ったが早いか、カデナは汐入駅前のタクシー乗り場から一台のタクシーに飛び乗った。マリアの家は、ＪＲ横須賀線の田浦駅近くにある。移動をタクシーにしたのは、一刻も早くマリアに会いたかったことと、国際平和委員会の尾行から逃れる為。

　マリア、お願いだから、家にいて。タクシーに揺られている間、カデナは必死に祈った。祈り続けながら、尾行する車がないかのチェックも怠らなかった。

　十分もするとタクシーは、田浦駅の前に到着した。後を付いて来た車は一台もなかった。良し、大丈夫。安堵しながらカデナは支払いを済ませ、タクシーから下りた。この時にも不審な人物が後を付けて来ないか確かめながら歩いた。そして誰もいないのを確かめると、カデナは突然ダッシュ。そのままマリアの家まで走り続けた。

　滴り落ちる汗を拭いながら、カデナはマリアの家の前に立った。時刻は既に午後十時半を過ぎていた。周囲に怪しい人影がないか見回した後、マリアの部屋である二階の窓に灯りが点っているのを確かめた。良かったーーっ。歓喜しながら、カデナはインターホンのボタンを押した。


 「どなた。こんな夜更けに」

　マリアの家のインターホンから、明らかに不快そうな声が返って来た。マリアのママである。カデナは囁くような声で答えた。

「わたしカデナ、カデナ・サンモントです。夜分すいません」

　するとマリアのママは安心しまた同時に心配しながら、玄関のドアを開けた。

「どうしたの、カデナちゃん。何かあったの」

「本当にごめんなさい、とっても大事な用があって。マリアいますか」

　カデナは祈るように、マリアのママに尋ねた。

「マリアなら、いるけど」

　良かった。カデナは安堵した。でも、これで安心しちゃ駄目。これからが、大事なんだから。

「じゃ、上がらせてもらいまーす」

　言うが早いかカデナは靴を脱ぎ捨て、マリアの部屋がある二階へさっさと駆け上がった。マリアの部屋の前で、カデナはマリアを呼んだ。

「マリア。わたし、カデナよ。開けて」

「カデナ」

　中から、マリアの吃驚した声が返って来た。続けて部屋のドアが開いた。

「どうしたのよ、カデナ。何であんたなんかが、ここにいるわけ」

　マリアは皮肉を込めて、カデナに言ったつもりだった。ところがカデナはマリアの顔を見るなり、マリアの肩に抱き付いた。

「ごめんね、マリア」

　同時に今迄堪えていた涙がカデナの瞳から溢れ、カデナは泣き出した。ローレンスのショッキングな話やら緊張や孤独感に苛まれつつ、何とかここまで辿り着いたカデナなのだから無理もない。

「ちょっと、どうしたのよ、カデナ。なんかあったの」

　心配になったマリアは、やさしくカデナの肩を抱いて慰めた。

「カデナ。泣いてないで、ちゃんと話して」

　マリアに促され、カデナは涙声で口を開いた。

「実はね、マリア。大変なことが起こりそうなの」

「大変なこと」

　うん。黙って頷くと、カデナはマリアに部屋のドアを閉めさせた。それからカデナは続けた。

「もう頼れるのは、あなたしかいないの。マリア、お願いだから、わたしを助けて」

「あなたを助けてって……」

　戸惑うマリアに、カデナはさっき汐入駅前のファミリーマートで書いたメモを渡した。

「何、これ」

「いいから、黙って読んで」

　カデナに従い、マリアはメモに記されたカデナの文字を目で読んだ。

「何よ、これ。核爆弾って何。カデナったら、わたしをからかいに来たの」

　けれどかぶりを振ってマリアをじっと見詰めるカデナの瞳は、真剣そのものだった。

「やだ、冗談じゃないって言うの」

　うん。確かめるマリアに、カデナはやっぱり黙って頷いた。これではマリアも、真剣にカデナの話に耳を傾けるしかなかった。しかし三笠から核爆弾、しかもその標的が米軍基地なんて、俄かには信じ難い話である。それにデイヴ……。動揺するマリアに、カデナは冷静に告げた。

「マリア。このメモを早く、あなたの恋人に見せて」

「デイヴに」

「そうよ。その為にわたし、ここに来たんだから」

「でも」

「お願い。あなたたちしか、わたし頼れる人いないんだから。そして直ぐに、三笠の中を調べて。そしたら嘘かどうか分かる」

「でも」

「早く。横須賀のみんなの命が、かかってるんだから」

「ええっ」

　急き立てるカデナの声に、マリアは圧倒され頷くしかなかった。

「分かった。でも、英語の方がいいわ」

　そう言うとマリアは、メモの余白に同内容を英語でさらさらっと記した。

「そっか、ごめん。そこまで考える余裕もなかったよ」

　その時既にマリアは、携帯でデイヴに電話を掛けていた。

「あっ、デイヴ。わたし」

　携帯から漏れ聴こえるデイヴの声が、カデナの耳にも届いた。

「ねえ、大変なことになっちゃったの。今から来れない」

　デイヴのＯＫの声で、マリアは携帯を切った。

「デイヴ、車を飛ばして来るって」

「良かった。ありがとう」

　胸を撫で下ろすカデナに、けれどマリアは迫った。

「ね、カデナ。ちゃんと説明して。一体これはどういうことなの」

「マリア」

「なぜ、あなたはこの事を知ってる訳。ねえ、どうして」

　マリアをじっと見詰め返しながら、カデナは迷った。マリアにすべてを打ち明けるべきか、それとも黙っていた方が良いか。出来ることならすべてを話してしまいたい。そしてこのままマリアたちと一緒にいたい。でも、でもやっぱり駄目……。だって、そんなことしたら、マリアたちにまで危害が及ぶ。あいつらに狙われるのは、わたしひとりだけで充分なんだから。

　そしてカデナは、かぶりを振った。

「ごめん、やっぱり話せない。だって、喋ったらみんなに迷惑が掛かるから」

「カデナ……」

　カデナが意地っ張りなことは、マリアは百も承知。

「分かったわ、カデナ」

　ごめんね、マリア。カデナは唇を噛み締めた。

「兎に角、デイヴから米軍に連絡して。そして三笠を調べて」

「分かった。デイヴにそう伝えるわ」

「ありがとう、マリア。この恩は一生忘れない。絶交なんかして、ごめんね」

「いいのよ。もう、そんなこと」

「じゃ、わたし、もう行かなきゃ」

「えっ、何で。デイヴに会わないの。デイヴ来るまでもう少し待ってよ」

　部屋を立ち去ろうとするカデナを、マリアは呼び止めた。けれどカデナはかぶりを振った。

「それが、出来ないの」

「何で」

「メモに書いた事を実行しようと企んでいるやつらって、とても恐ろしい組織で、多分わたしのことを尾行したりしている筈だから……」

「カデナ」

「だから、わたしがいつまでもここにいたら、デイヴに頼んだことがばれてしまう」

「そうね、分かった。でも何処に行くの、カデナ」

「わかんない。でも心配しないで。兎に角逃げて逃げて、逃げ切ってみせるから」

「本当に大丈夫」

「大丈夫。だからまた明日会おう。そうだ、Ｗデートしよう」

　ニコッと微笑むカデナに、仕方なさそうにマリアも笑い返した。

「もう、カデナったら」

「兎に角、三笠よ。お願いね」

「分かってる」

　そしてマリアの肩をポンと叩くと、カデナはマリアの家を後にした。







(三・十四)そして三笠へ







(三・十四)そして三笠へ


 　よし、これで一安心。

　すべてをマリアとデイヴに託したカデナは、放心状態。これでマコトちゃんも大丈夫な筈。こうなったら、もうわたし、どうなってもいい。でも……。

　でもマコトに会いたい。会いたくてしょうがないけど、でもやっぱり駄目。マコトに迷惑掛けたくないから。その代わり、もしすべてが上手くいったなら、その時マコトに会いにゆこう。そう自分に言い聞かせながら、兎に角汐入に戻ろうと、カデナはＪＲ田浦駅に向かった。

　ぼんやりと人影のないホームで待った後、がらがらの横須賀線下り電車に揺られ、カデナは横須賀駅で下車した。時計の針は、午後十一時を回っていた。

　汐入に戻ってはみたものの、さてこれから何処へ行こう。カデナは途方に暮れながら駅の改札を抜け、目の前のヴェルニー公園へと足を向けた。そこには暗い夜の海が横たわり、絶え間ない潮騒が胸に響いて来た。それはいつもと変わらない、やさしい横須賀港の海の音が……。

　左に自衛隊の、中央に米軍の、そして右側にショッパーズプラザ横須賀の灯りが点っていた。それら夜の闇を照らす見慣れた風景が、今更ながら何て美しいのだろうとカデナは思った。いつまでも見ていたいと。しかしそれは許されない贅沢なのだと分かっていた。

　カデナは夜の潮風に長い髪を揺らしながら、行き先を思案した。数人のクラスメイトの顔が浮かんだけれど、やっぱり駄目だとかぶりを振った。結局はみんなに迷惑が掛かってしまう。じゃ……、あっ、そうだ。カデナは閃いた。

　そうだ、三笠に行こう。もしマリアたちがちゃんとしてくれていたら、もしかしたらもう米軍が調査に来ているかも知れない。どきどき、どきどきっ……。心臓の鼓動の高鳴りを、カデナは抑え切れなかった。そうだ、もしかしたら……。まさか自分がこんなことを願おうとは夢にも思わなかったけれど、もしかしたら米軍が、わたしの身を守ってくれるかも知れない。カデナは淡いそんな期待を抱いた。

　よし、三笠だ。カデナはもうじっとしていられなくなり、歩き出した。駅前のバスはみんなもう終了していたし、夜風の中を歩いてゆきたい気分だった。カデナは三笠公園を目指して、深夜の横須賀の街をひとりぼっちで歩き続けた。


 　一方、マリアとデイヴである。

　デイヴはマリアからの電話の後、米軍基地そばの自宅から直ぐにマリアの家へ向かった。ベンツを飛ばして、十分足らずで到着した。

　マリアは家の前に停まったベンツの音で、デイヴが来たことを察知した。早速家を飛び出し、車から降りたデイヴの姿を見るや、マリアはぶつかるように抱き付いた。ふたりの会話はいつも英語だった。

「マリア、一体何が起こったって言うんだ」

「ダーリン、兎に角車を出して」

「ＯＫ」

　言われるまま、マリアを助手席に乗せるとデイヴは直ぐに発車した。

「さ、マリア。何があったんだい」

「それがね、デイヴ……」

　マリアは途中で車を停車させると、カデナが家に来たことを告げ、カデナのメモを見せた。

「ＯＨ！一体これはどういうこったい。核爆弾だって。しかもその標的が米軍基地だって」

「ね、大変でしょ」

「そりゃ、事実ならばな」

「事実かどうか分からないけど、兎に角カデナは真剣だった。お願い、デイヴ。彼女の言う通り、米軍で三笠を調べて」

　マリアは合掌して、デイヴに頼んだ。いつになくシリアスなマリアに、遂にデイヴは頷いた。

「ＯＫ。じゃ今から基地に戻って、ボスに話してみる」

「サンキュー、デイヴ。わたしも一緒に行く」

　デイヴは直ぐに、米軍基地へとベンツを走らせた。

　基地入口前にマリアを乗せたベンツを残し、デイヴは米軍基地内へと入っていった。

「どうしたのかね、デイヴ」

「緊急事態なんだ」

　守衛室前で二言三言交わした後、デイヴは先を急いだ。行く先は二十四時間対応の緊急司令室だ。ドアを叩くと、宿直の長官ロバートが顔を出した。

「何事かね」

「実は……」

　デイヴは自分が知り得た情報を、ロバートに伝えた。核爆弾、標的は米軍基地……。

「何だって」

　それからの動きは、迅速だった。デイヴの情報は、緊急連絡網によって横須賀米軍基地の軍のトップ、幹部連中へと直ちに伝わった。指令により、核兵器の調査部隊が三笠公園に派遣された。

「情報源は何処かね、デイヴ」

「俺の彼女の知り合いからだ。しかし詳しい事はまだ言えない」

「良かろう。きみは早く恋人の許へ帰って、安心させて上げ給え。後はすべて、我々の方で処理するから」

「ＯＫ」

　デイヴは、言われるままマリアの許へ戻った。


 　一方、三笠に向かったカデナである。カデナが三笠公園の前に辿り着いた時には、既に米軍が公園内を封鎖していた。カデナは公園の前のマンションの陰に身を潜め、状況を見守った。

　重装備の調査部隊が、明日の花火大会の為に三笠の警備に当たっていた神奈川県警の機動隊を押し退け、三笠の艦内へと入ってゆくのが見えた。

　良かった、これから調査するのね。もしかしたら、これで何とかなるかも。ありがとう、マリア。ありがとう、デイヴ。カデナはマンションの壁に凭れ、胸を撫で下ろした。

　ところがである。カデナは不意に人の気配を感じた。どきどき、どきどきっ……。高鳴る鼓動を抑えつつ恐る恐る横を見ると、そこにはやはり人影が。

　しまった。

　咄嗟に逃げようとしたが、恐怖の余りカデナは思うように動けなかった。きっと国際平和委員会のメンバーだわ。もう逃げられない。どうしよう。マコト、わたしもう駄目かも……。

　人影は、カデナの前に立ちはだかった。と見ると、相手は米軍の迷彩服と帽子に身を包んでいた。あれっ、単なる米軍の兵士だったりして。カデナは淡い期待を抱かずにはおれなかった。

「カデナ・サンモントね」

　迷彩服の兵士の発した声は、意外にも柔らかな女のそれ、かつ流暢な日本語だった。と言うことは女性兵士。

「あなたは」

　カデナは恐る恐る日本語で問い返した。

「米軍の者よ」

　相手は丁寧にまたも日本語で返答した。てことは、もしかしてわたしを保護しに来てくれたのかも……。

「あなたがデイヴに、mikasaのことを話したのね」

「はい」

　油断したカデナは頷いた。しかしその時既に女はその手に銃を持ち、銃口をカデナに向けていた。

「何するの、止めて」

「ごめんね、これがわたしの任務だから」

「いや。あなたは一体、誰」

「最後だから、教えて上げるわ」

　銃を構えたまま、女は答えた。

「わたしは国際平和委員会のスパイ。米軍基地に潜り込んで、軍の動きを監視していたのよ」

　バーン。

　答えと同時に、女は引き金を引いた。銃弾はカデナの心臓に命中し、カデナはその場に倒れ込んだ。即死だった。カデナの頭から麦藁帽子が落ちて、その拍子に向日葵の飾りが取れ、アスファルトの路地に音もなく落ちそして散った。


 　その頃自宅で熟睡していたマコトは、はっとして目が覚めた。熱帯夜の八月六日、午前零時僅か五分過ぎのことであった。そして世界は何事もなく、二〇〇五年八月六日の朝を迎えた。







(エピローグ)







(エピローグ)


 　二〇〇五年八月六日

　午後、海上自衛隊の目映いばかりに白い制服を身にまとった三上マコトは、ひとりでバスを待っていた。観音崎行きのバスを。そしてそのバスに一緒に乗る筈だったカデナ・サンモントを待っていた。けれど彼女はいつになっても現れなかった。その代わりＪＲ横須賀駅の改札前に、臨時の看板が立てられていた。そこには、こう記されていた。

『本日予定されていた三笠公園の花火大会は、中止になりました』

　ヴェルニー公園から吹いて来る潮風が、マコトの頬を撫でてゆく。ふとマコトは風の中に、聞き覚えのある声が聴こえて来た気がしてはっとした。

　マコトは耳を澄ました。それは、カデナの声だった。確かにカデナの歌う声が、マコトには聴こえた。マコトの耳に囁き掛けるように、風は確かに、こう歌っていた。

「……まもってあげたいあなたを……」

　風の中でそしてマコトは、ひとりむせび泣いた。マコトの涙は、夏の陽に煌めく白い制服の襟に零れ落ちた。


 　一九七五年八月五日

　松堂かでなは洌鎌まことと、嘉手納の海岸で海を見ていた。潮風がふたりの頬を撫でてゆく。風の中に、ふと何かが聴こえて来た。ふたりは不思議そうに顔を見合わせながら、そっと耳を澄ました。

　それは聞き覚えのない少女の歌う声だった。風は若きふたりに向かって、こう歌い掛けていた。

「……まもってあげたいあなたを……」


 　一九四五年八月五日

　綾瀬香出菜は、徳山誠の出征列車を見送る為、広島駅前の広場に立っていた。熱狂と共に出征列車を見送る、広島市民の雑踏に紛れながら。

　夏の風が、香出菜の頬を撫でていった。そして香出菜は、風の中に聞き覚えのない少女の歌声を耳にしてはっとした。風は香出菜に向かって、確かにこう歌い掛けていた。

「……まもってあげたいあなたを……」

（了）







終わりに







終わりに


 お読み頂き、ありがとうございます。


 
 



EPUB/media/b3c4c373-7484-3b79-b534-9dfbb0b2f6ec_o.jpg
t—-S—RBRk
SKY BLUE






